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・市学校給食センター完成
・敬老の日特集特  集 親子で楽しくクッキング♪
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▲ ▲ ▲  鳴門携帯ＮＡＶＩ
災害情報や休日当番医などの情報
を掲載しています。
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市民のうごき

　　世帯数  26,492世帯（+7）

　　人　口  58,879人（-40）
（）の数値は前月比

■ 出  生　男  ９人　　女  14人
■ 死  亡　男  39人　　女  41人
■ 転  入　男  68人　　女  86人
■ 転  出　男  51人　　女  86人
※７月31日現在
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市民と市政をつなぐ情報紙

Naruto
広報なると

堀江公民館で８月４
日、親子ヘルシー

クッキング教室が開かれ
ました。小学生とその保
護者10組24人が、野菜の
種類や働きについて栄養
教諭らから学ぶとともに、学校給食でも人気
の野菜たっぷりのカレー作りなどに挑戦。野
菜を切ったり、肉を炒めたりと、親子で協力
しながら楽しく料理を完成させていました。

「表紙の写真」

市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
自
校
調
理
場
の
老
朽

化
お
よ
び
衛
生
管
理
基
準
の
改
正
な
ど
に
よ
り

施
設
改
善
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
24
年

４
月
に
建
設
計
画
に
着
手
し
、
平
成
28
年
６
月
に
着

工
、
本
年
７
月
に
完
成
と
な
り
ま
し
た
。
県
内
最
大

規
模
の
調
理
能
力
が
あ
り
、
市
内
全
て
の
学
校
・
幼

稚
園
に
米
飯
を
、
大
麻
地
区
以
外
の
学
校
・
幼
稚
園

に
副
食
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

１
階
部
分
の
調
理
施
設
は
、
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
を 

導
入
し
た
り
、
汚
染
作
業
と
清
潔
作
業
の
場
所
を 

分
け
た
り
す
る
な
ど
、
Ｈハ

サ

ッ

プ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
考
え
方
に
基
づ

く
衛
生
管
理
の
た
め
の
設
計
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
専
用
の
特
別
調
理
室
を
設
置
し
、
２

階
部
分
に
は
、
食
育
施
設
と
し
て
調
理
作
業
の
見
学
ス

ペ
ー
ス
や
調
理
実
習
室
兼
会
議
室
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
保
全
に
配
慮
し
た
二
酸
化
炭
素
削
減

の
た
め
の
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
や
津
波
避
難
用
の
屋

外
階
段
、
災
害
備
蓄
倉
庫
、
災
害
時
の
炊
き
出
し
対

①煮炊調理室

市学校給食センターが
完成しました

問 市学校給食センター ☎088・660・6331

市学校給食センター外観

特 集
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応
な
ど
防
災
機
能
も
備
え
た
施
設
と
な
っ
て
お
り
、

周
辺
地
域
や
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
施
設
と

し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
校
給
食
に
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
や
食
育
、
地

産
地
消
な
ど
果
た
す
べ
き
役
割
が
増
え
て
い
ま
す
が
、

「
子
ど
も
た
ち
に
安
全
、
安
心
で
お
い
し
い
給
食
を
提

供
す
る
」と
い
う
基
本
を
大
切
に
本
セ
ン
タ
ー
の
運
営

に
取
り
組
み
ま
す
。施

設
の
特
徴

◇
特
徴
１　
～
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
～

　

床
面
に
水
を
落
と
さ
な
い
設
計
と
す
る
こ
と
で
、

菌
の
繁
殖
を
防
ぎ
、
調
理
機
器
な
ど
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
工
夫
を
施
し
て
い
ま
す
。

◇
特
徴
２　
～
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ（
危
害
分
析
・
重
要
管
理

点
）の
概
念
に
基
づ
い
た
設
計
～

　

汚
染
作
業
区
域
・
清
潔
作
業
区
域
を
障
壁
で
分
離

し
、
床
色
を
変
え
、
食
品
の
汚
染
を
防
止
し
ま
す
。

調
理
作
業
で
の
食
品
の
動
線
を
一
方
通
行
と
し
、
交

差
に
よ
る
汚
染
を
防
止
し
ま
す
。

◇
特
徴
３　

 

～
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
特
別
調
理
室
～

　

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
専
用
の
特
別
調
理
室
や
調
理

器
具
を
設
置
し
、
安
全
な
対
応
食
調
理
を
行
い
ま
す
。

◇
特
徴
４　

 

～
食
育
推
進
の
た
め
の
見
学
ス
ペ
ー
ス

な
ど
～

　
調
理
作
業
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
見
学
ス
ペ
ー
ス
や
、

調
理
実
習
機
能
も
備
え
た
会
議
室
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

◇
特
徴
５　

 

～
災
害
対
応
機
能
～

　
津
波
避
難
の
緊
急
避
難
場
所
と
し
て
、
外
部
階
段
、

防
災
備
蓄
倉
庫
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
災
害
時
の
炊

き
出
し
で
米
飯
が
提
供
で
き
る
よ
う
発
電
・
貯
水
・

ガ
ス
設
備
な
ど
を
備
え
て
い
ま
す
。

②特別調理室

キッズルーム

③焼物・揚物・蒸物室

⑤屋外避難スペース

④洗浄室

①煮炊調理室…８台の大型回転釜で煮物・炒め
物・汁物などを調理します。

②特別調理室…アレルギー対応食専用の調理室
です。他の部屋と分けることで原因食品の混
入を防ぎます。

③焼物・揚物・蒸物室…コンビオーブン（左）で
焼物・蒸物を、連続フライヤー（右）で揚物を
調理します。

④洗浄室…食器用・コンテナ用・食缶用の洗浄機
が並んでいます。環境に配慮した節水型です。

⑤屋外避難スペース…建物外部の階段から、津
波の緊急避難場所に指定されている屋外避難
スペースに避難できます。

市学校給食センターでは、
臨時学校給食調理補助

員を募集しています。一緒に
働きませんか。
※10ページに関連記事。
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　　　敬老の日のつどい

出発地点／時刻 経由地点
大 麻 町
板東方面

２番札所極楽寺前
／午前９時発

大谷・大代・
木津バス停など

大 麻 町
川崎方面

川崎バス停
／午前９時発

東馬詰諏訪神社前、
大幸北バス停など

北 灘 町
方　　面 長浜バス停／午前８時50分発 鳥ヶ丸・大浦バス停、

ふれあい公園前など

鳴門駅 ＪＲ鳴門駅前
／午前９時40分発

※各出発地点から市文化会館の間で乗車できる場所があります。詳しくは長寿介護課へ。

　

高
齢
者
の
社
会
参
加
の
促
進
や

生
き
が
い
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
な
ど
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

【
日　
時
】９
月
18
日（
月
・
祝
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
場　
所
】市
文
化
会
館

【
内　

容
】結
婚
50
周
年（
金
婚
）、
60
周
年（
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
婚
）を
迎
え
た
ご
夫
婦
へ
の
記
念
品

の
贈
呈
、
敬
老
作
文
優
秀
作
品
の
朗
読
、
介
護

施
設
の
作
品
展
、
芸
能
大
会
な
ど
。

　　　認知症サポーター養成講座（参加無料）

場　所 日　時 担当地域包括
支援センター

萩原集会所 9月27日(水)
午後3時〜4時30分

おおあさ
☎088・689・3738

ケアハウスなると 10月7日（土）
午前10時〜11時30分

緑会
☎088・685・1555

段関集会所 9月12日（火）
午前10時〜11時30分

ひだまり
☎088・686・1139

越浦集会所 10月13日（金）
午前11時〜午後0時30分

やまかみ
☎088・683・6727

里浦公民館 10月17日(火)
午前10時〜11時30分

貴洋会
☎088・683・1075

市健康福祉
交流センター

10月11日（水）
午前10時〜11時30分

基幹型
☎088・615・1417

　

市
で
は
、
９

月
21
日
の
世
界

ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
デ
ー
に
ち

な
ん
で
、認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

【
問
・
申
し
込
み
】開
催
日
の

前
日
ま
で
に
左
表
の
各
担

当
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
。（
地
域
や
職
場
で

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は

市
役
所
長
寿
介
護
課
へ
。）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は

　

認
知
症
に
つ
い
て
、
偏
見

を
持
た
ず
正
し
く
理
解
し
、

認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
を

温
か
く
見
守
る
応
援
者
の
こ

と
で
、
自
分
の
で
き
る
範
囲

で
活
動
し
ま
す
。
学
ん
だ
知

識
を
友
人
や
家
族
に
伝
え
る

こ
と
と
、
認
知
症
の
人
や
家

族
の
気
持
ち
を
理
解
し
よ
う

と
努
め
る
こ
と
も
サ
ポ
ー

タ
ー
の
大
切
な
役
割
で
す
。

認知症は誰にでも起こりうる脳の疾患です
講座を受けて認知症サポーターになろう

大麻・北灘・大津・木津地区の方は、
貸切バス（徳島バス）をご利用ください

問 市役所長寿介護課　☎088・684・1175

健康寿命 を 伸 ばし
　　　健康 で 長生き!!
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「敬老の日」特集

■ 認知症啓発に関する川柳の募集
　認知症に関する川柳を募集します。

【募集期間】 ９月14日（木）まで
※�作品の著作権に関しては、アルツハイマーデー 

啓発実行委員会に帰属するものとします。
【応募方法】 回収ボックスに投函してください。
※�回収ボックスは、市役所本庁１階案内、市役所

長寿介護課、市社会福祉協議会、市内各公民館、 
市立図書館、ケアハウスなるとに設置しています。

     基幹型地域包括支援センター ☎088・615・1417

■ 脳の楽
がくしゅう

習教室
●後期受講生募集
　簡単な計算や音読を継続的に学習して、物忘れを
予防します。

【日　時】 10月から２月までの毎週木曜日
　　　　 ※開講は、10月５日。
　　　　 午前９時30分～11時30分（うち30分程度）

【場　所】 ケアハウスなると
【対　象】 市内在住の65歳以上の方で、今までに同教

室を受講していない方
※�要支援・要介護認定を受けている方は担当のケア

マネジャーにご相談ください。
【申込締切日】 ９月21日（木）
※�受講希望者は、事前にケアハウスなるとで実施す

る事前説明会への参加が必要です。
●学習サポーター募集
　ボランティアとして、脳の楽習教室への助言や指
導をしていただける方を募集します。

【日　時】 同教室の開催日時と同じ。
【対　象】 市内在住の方
※�後期受講生と同様に、事前説明会を開催します。

問

市では、アルツハイマー病を含む認知症などへの予防活動や正しい知識の普及・
啓発を呼びかけます。さまざまなイベントなどを実施しますので、ぜひご参

加ください。

認知症や介護予防について

■ 生活支援サポーター養成講座
　日常のちょっとした困りごと（掃除・調理・買い物
など）の支援を行う『生活支援サポーター』の養成講
座を実施します。地域の支え合いの輪を広げ、安心
して暮らせる町をつくる学習の機会です。受講後は、 
訪問介護事業所やシルバー人材センターが実施する
生活支援サービスの担い手として働くことも可能 
です。

【日　時】 10月31日（火）、11月１日（水）
　　　　 午前９時〜午後５時
※両日とも受講が必要です。

【場　所】 市消防本部３階会議室
【申込締切日】 10月20日（金）

■ いき百サポートリーダー養成講座
　いきいきサロン（住民主体の
通いの場）で行われる「いきい
き百歳体操」の指導補助やサロ
ンの活動を支援することを目
的にサポートリーダー養成講
座を行います。

【日　時】 ９月25日（月）、26日（火）
　　　　 午前９時30分～午後４時
※両日とも受講が必要です。

【場　所】 うずしお会館２階第１会議室
【対　象】 いきいきサロンの活動を支援できる方
【定　員】 80人（先着順）
【申込締切日】 ９月15日(金)

※�問い合わせ先の記載がない教室・講座などへの
申し込み・問い合わせは市役所長寿介護課へ。

■ 高齢者が地域で安心して暮らせるよう、市では、次のような事業を行っています。（一部紹介）
高齢者等無料バス優待券の交付 70歳以上の方を対象に市内の路線バスの無料優待券を交付します。

高齢者日常生活用具の給付 一定の条件を満たす高齢者に対し、電磁調理器・火災報知機・自動消火装置を
日常生活用具として給付します。

福祉電話の貸与 65歳以上のひとり暮らし高齢者で、市民税非課税の方を対象に、電話機を無料で
貸与します。

緊急通報装置の貸与 急病や緊急時に迅速かつ適切に対応するため、操作の簡単な緊急通報装置を貸与します。

高齢者住宅改造費助成事業 高齢者が自宅で生活を継続するために行う住宅改造（手すりの設置、敷居の段差
解消）の経費の一部を助成します。
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「敬老の日」特集

　
ぼ
く
に
は
、
い
っ
し
ょ
に
住
ん
で
い
る

お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
が
い
ま
す
。

　

お
じ
い
さ
ん
は
、
鳴
門
市
大
麻
町
に

あ
る
賀
川
豊
彦
記
念
館
で
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
得
意
な
パ
ソ
コ
ン
を

し
た
り
、
お
客
さ
ん
に
賀
川
豊
彦
に
つ

い
て
、
説
明
や
案
内
を
し
た
り
し
て
い

ま
す
。

　

記
念
館
で
は
、
事
務
処
理
や
館
内
の

説
明
を
し
た
り
、
関
係
す
る
団
体
の
人
々

と
連
絡
を
と
り
合
っ
た
り
す
る
お
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
毎
月
第
一

土
曜
日
に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
お
じ
い
さ
ん
も
紙
芝

居
や
大
型
絵
本
を
読
ん
で
く
れ
る
と
き

が
あ
り
ま
す
。
び
っ
く
り
す
る
く
ら
い
、

大
き
な
声
で
読
ん
で
く
れ
る
の
で
、
ぼ

く
は
少
し
照
れ
く
さ
く
な
り
ま
す
。
で

も
お
じ
い
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
、
元
気
よ
く
大
き
な
声
で
読
ん
で
い

る
姿
か
ら
、
み
ん
な
の
こ
と
を
思
っ
て

一
生
け
ん
命
な
お
じ
い
さ
ん
の
気
持
ち

を
思
う
と
と
て
も
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

賀
川
豊
彦
さ
ん
の
こ
と
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
こ
め
て
、

毎
日
働
い
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
お
じ
い
さ
ん
は
、
若
い
こ

ろ
か
ら
音
楽
が
大
好
き
で
、
今
ま
で
た

く
さ
ん
の
作
曲
を
し
て
き
ま
し
た
。
夜
、

自
宅
で
パ
ソ
コ
ン
や
ギ
タ
ー
を
使
っ
て

作
曲
し
て
い
ま
す
。
徳
島
を
テ
ー
マ
に

し
た
曲
が
多
く
て
、
四
国
巡
礼
や
ド
イ

ツ
兵
俘
虜
、
モ
ラ
エ
ス
、
遊
山
箱
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
徳
島
出
身
の
元
プ
ロ
ボ

ク
サ
ー
の
応
援
歌
も
作
っ
た
そ
う
で
す
。

最
近
で
は
、
大
麻
町
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
を

テ
ー
マ
に
し
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
音
頭
を
作

曲
し
ま
し
た
。
と
て
も
や
さ
し
い
詩
で
、

阿
波
お
ど
り
も
お
ど
れ
て
、
ぼ
く
は
大

好
き
で
す
。
と
き
ど
き
妹
と
お
じ
い
さ

ん
と
三
人
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
見
に
行
き

ま
す
。
お
じ
い
さ
ん
は
、
き
っ
と
そ
の

散
歩
の
と
き
に
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
歌
を

考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。

歌
の
テ
ー
マ
は
、
ど
れ
も
み
ん
な
に
親

し
み
や
す
く
、
郷
土
を
愛
し
て
い
る
お

じ
い
さ
ん
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

お
じ
い
さ
ん
の
作
っ
た
歌
を
き
い
た
り
、

歌
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
み
ん
な
が
、
郷

土
の
す
ば
ら
し
さ
を
再
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
な
と
思
い
ま
し
た
。
お
じ
い

さ
ん
は
、
そ
の
た
め
に
、
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。

ぼ
く
は
、
ま
た
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

　

ぼ
く
は
、
み
ん
な
の
た
め
に
一
生
け

ん
命
働
く
お
じ
い
さ
ん
の
こ
と
を
尊
敬

し
て
い
ま
す
。
も
し
、
ぼ
く
が
お
じ
い

さ
ん
だ
っ
た
ら
、
ぼ
く
は
人
前
で
話
す

の
が
苦
手
な
の
で
、
人
に
説
明
し
た
り
、

元
気
よ
く
本
を
読
ん
だ
り
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
。
で

も
少
し
勇
気
を
出
し
て
、
み
ん
な
の
こ

と
を
考
え
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
が
ん

ば
り
た
い
で
す
。

　

お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
か
ら
学

ぶ
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
お
ば

あ
さ
ん
も
も
う
す
ぐ
百
歳
に
な
る
ひ
い

お
ば
あ
さ
ん
の
お
世
話
を
毎
日
し
て
い

て
、
本
当
に
大
変
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

忙
し
い
の
に
、
ぼ
く
の
こ
と
も
い
つ
も

心
配
し
て
く
れ
て
、
あ
り
が
た
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
元
気
で
い
て
く
だ
さ
い
。
二

人
を
お
手
本
と
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

堀
江
北
小
学
校
五
年　
宮
内　
陽
生
さ
ん

「
ぼ
く
の
大
切
な
宝
物
」

平
成
29
年
度   

敬
老
作
文
特
選
作
品
発
表

※作文は原文のまま
　掲載しています。

敬
老
祝
い
に

商
品
券
を
贈
呈

　
市
で
は
、
高
齢
者
の

長
寿
を
祝
い
、
節
目
を

迎
え
ら
れ
た
方
に
う
ず

と
く
商
品
券
を
敬
老
祝
品
と
し
て

贈
り
ま
す
。

　

99
歳
以
上（
１
万
円
）の
方
に
は

９
月
５
日（
火
）、
７
日（
木
）、
８

日（
金
）に
、
88
歳（
５
千
円
）の
方

に
は
９
月
５
日（
火
）、
６
日（
水
）

に
自
宅
な
ど
に
お
届
け
し
ま
す
。

（
基
準
日
９
月
１
日
）

平成29年度 敬老作文特選（敬称略）

豊
岡　

雄ゆ
う

生せ
い	

（
大
津
西
小
１
年
）

吉
田　

悠ゆ
う

真し
ん	

（
撫
養
小
２
年
）

松
岡　

美み

結ゆ	

（
明
神
小
３
年
）

森
本　

拓た
く

海み	

（
鳴
門
西
小
４
年
）

宮
内　

陽よ
う

生せ
い	

（
堀
江
北
小
５
年
）

足
立　

夢ゆ
め

瑠る	

（
桑
島
小
６
年
）

小
　
学
　
生

中
　
学
　
生

福
池　

妃ひ

響な
り	

（
鳴
門
中
１
年
）

林　
　

優ゆ
う

斗と	

（
大
麻
中
２
年
）

立
石　

恵え

理り	

（
第
一
中
３
年
）
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「人権尊重のまち鳴門」をめざして
～ 部落差別と人権～ ②

2017年度　第１回鳴門市人権セミナー
日時／場所　９月５日(火)  午後１時30分～３時30分／うずしお会館２階
講　師　盲導犬を育てる会　鶴野 克子さん (盲導犬ユーザー)と盲導犬　ディア
テーマ　「見て、聞いて、知って、考えて、おもいやりの種も、咲かせてね！」
　　　　※視覚障がい者をとりまく社会の問題と、盲導犬の正しい理解についてお話しします。
　　　　※手話通話、要約筆記があります。
問 市役所人権推進課　☎088・684・1148

  本市では「すべての人の人権が尊重されるまち鳴門」の実現を目指して、学校教育および社会教育を通じて、
人権教育を積極的に推進しています。
　先月号から～部落差別と人権～をテーマに３回にわたる連載をスタートしました。前号では、今なお残る
部落差別の解消を目指すには、まず「正しく知ることが大切」ということをお伝えしました。
　今月号では「一人ひとりが部落差別についてじっくりと考えることが大切」ということを中心にお伝えします。

私たちの私たちの

じっくりと考えることが大切

Ｑ1 　「部落差別」は、そっとしておくとなくなると思うのですが、どうですか。

Ａ 　これは、いわゆる「寝た子を起こすな」と
いう考え方です。言い換えれば、「ただそっ

としておけば、自然になくなる」という考え方です。
　私たちは、誤った事実や偏見を知らず知らずのう
ちに身につけてしまうことがあります。そのため、
就職や結婚など、身近に部落差別と直面した時に、
差別意識が生じるのです。
　だからこそ、正しく部落差別を知ることが必要な
のです。もし、そっとしておいて正しく知る努力を
しなければ、被差別部落に対する偏見や誤った認識
がいつまでも伝えられ、全く根拠も理由もない差別
により、かけがえのない人権を侵害したり、繰り返
し差別を生み出したりしていくことになります。

Ｑ2 　差別をしたことがないので、「部落差別」は、私には関係ないと思うのですが、どうですか。

Ａ 　この社会に差別に苦しむ人がいて、部落
差別が残っている限り、私たちは、いつど

のような形で部落差別と出合うか分かりません。部
落差別は人と人とを結びつけるためでなく、仲たが
いをさせるために利用されます。決して、私たちの
生活を良くすることにはつながらないのです。被差
別部落に対する差別的言動を見たり、聞いたりした
際に、間違っていると判断ができ、正しく対応でき
るようにする必要があります。
　そのためにも、普段から部落差別についてしっか
りと学び、深く考え、問題を正しく受けとめる力を
身につけておかなければなりません。

Ｑ3 　「部落差別」と他の人権問題とは、どういう関係にあるのですか。

Ａ 　部落差別を学んでいくと、その他の多く
の差別も見えてきます。たとえば、女性差別、

障がい者差別、外国人差別というように重なった形
で人権問題が見えてくることもあります。いろいろ
な差別は、複雑に絡み合うこともあり、部落差別に
ついてじっくりと考え、学び、解決を図ることで、
その他の差別についても考え、学び、解決していく
ことにつながっていくのです。

Ｑ4 　なぜ身元調査をしてはいけないのですか。

Ａ 　もし、あなたのこと
が極秘に調査されてい

たらどう思いますか。
　就職や結婚などの際に、本
籍や家庭環境などを本人の知
らないところで調べる身元調査は、基本的人権の尊
重やプライバシーの保護という観点からも絶対に許
されないことです。本市では、市民の皆さんの協力
を得て、玄関などにステッカーを貼り、身元調査を
「しない・させない・許さない」という意思表示をす
る『身元調査お断り運動』を推進しています。
※�ステッカーは市教育委員会生涯学習人権課で配布
しています。

部落差別は決して
「ひとごと」ではありません。
「自分のこと」として、
　深く考えてみましょう。

問 市教育委員会生涯学習人権課　☎０８８・６８６・８８０３　　市役所人権推進課　☎０８８・６８４・１１４８
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▼�

申
請
期
間

　

９
月
29
日（
金
）ま
で

※�

郵
送
に
よ
る
申
請
の
場
合
は
、

受
付
期
限
必
着
と
し
ま
す
。

▼�

支
給
対
象
者

　
平
成
28
年
１
月
１
日（
基
準
日
）時
点
で
本
市

に
住
民
登
録
が
あ
り
、
次
の
①
〜
④
そ
れ
ぞ
れ

の
条
件
を
全
て
満
た
す
方

①�
平
成
28
年
度
分
の
市
区
町
村
民
税（
均
等
割
）

が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方

②�

平
成
28
年
度
分
の
市
区
町
村
民
税（
均
等
割
）

が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
な

い
方

③�

生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
方

④�

中
国
残
留
法
人
等
に
対
す
る
支
援
給
付
、
ハ

ン
セ
ン
病
問
題
の
解
決
の
促
進
に
関
す
る
法

律
に
関
す
る
援
護
等
を
受
け
て
い
な
い
方

給付金に関して、市職員などがATM操作を求めることは絶対にありません。
給付金詐欺に注意しましょう。不審に感じたら、上記担当へ。

平成29年度臨時福祉給付金（経済対策分）の
申請受付期限が迫っています

【窓口受付時間】　平日の午前9時
　から午後4時まで
※土・日・祝日は除きます。
　☎088・684・1701

市身体障害者
会館
市身体障害者
会館

　現在本市では、低所得の方の負担を緩和する暫定的・臨時的措置としての
「臨時福祉給付金（経済対策分）」の申請受付を行っています。
　受付期限が迫ってきていますので、対象となる方は忘れず申請しましょう。

支給対象者となる可能性
があります
※�該当すると思われる方で申請書が届

かない方は、お問い合わせください。

平成29年度
臨時福祉給付金

支給対象となるかご確認下さい

支
給
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん

平成28年度の市民税
が課税されている

平成28年度の市民税
が課税されている人
に扶養されている

生活保護、中国残留
邦人に対する支援給
付、ハンセン病に関
する援護等を受けて
いる

い
い
え

い
い
え

い
い
え

は
い

は
い

は
い

平成29年度
臨時福祉給付金

（経済対策分）

対象者１人につき

１万５千円

▼�

申
請
方
法

◦�

支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
が
高

い
と
思
わ
れ
る
方
に
つ
い
て

は
、
事
前
に
申
請
書
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

　

�「
申
請
書
が
届
い
て
い
た
け
ど
な
く
し
て
し

ま
っ
た
」「
支
給
対
象
に
な
る
と
思
う
け
ど
申

請
書
が
届
い
て
い
な
い
」と
い
う
方
は
、
市

身
体
障
害
者
会
館
１
階　
「
臨
時
福
祉
給
付

金
」担
当（
☎
０
８
８・
６
８
４・
１
７
０
１
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦�

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
し
、
次

の
必
要
書
類
を
添
付
の
上
、
同
封
し
た
返
信

用
の
封
筒
を
使
っ
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

受
付
会
場
へ
お
越
し
に
な
っ
て
申
請
す
る
場

合
は
、次
の
必
要
書
類
と
申
請
書
、印
鑑（
朱

肉
を
使
う
も
の
）を
ご
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼�

必
要
書
類

◦�

本
人
確
認
が
で
き
る
書
類（
運
転
免
許

証
、パ
ス
ポ
ー
ト
、健
康
保
険
証
な
ど
）

　
※�

必
ず
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
が
記
載

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
※�

代
理
申
請
の
場
合
は
申
請
者
と
代
理
人

の
両
方
の
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で

す
。（
有
効
期
間
が
あ
る
書
類
は
、
有
効

期
間
内
で
あ
る
こ
と
）

◦�

振
込
先
口
座
の
金
融
機
関
名
、
口
座
番

号
、
口
座
名
義
人（
カ
ナ
）が
わ
か
る
通
帳

や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

※�

鳴
門
市
外
で
住
民
登
録
外
課
税
さ
れ
て
い

る
方
の
場
合
…
申
請
者
本
人
の
所
得
課
税

証
明
書（
非
課
税
証
明
書
）

※�

扶
養
者
が
鳴
門
市
外
に
居
住
し
て
い
る
方

の
場
合
…
当
該
扶
養
者
の
所
得
課
税
証
明

書（
非
課
税
証
明
書
）

▼�

申
請
受
付
会
場

　（
郵
送
先
、
各
種
問
い
合
わ
せ
先
）

　

市
身
体
障
害
者
会
館
１
階「
臨
時
福
祉
給

付
金
担
当
」（
〒
７
７
２
・
０
０
０
３ 

撫
養

町
南
浜
字
東
浜
２
７
４
番
地
）



防災・災害対策
への
取り組み
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災害に負けない水道をめざして
水道施設　耐震化への取り組み

　「中央構造線・活断層地震」が発生した際の、「揺れ」や「火災」による「人的被害」や「建物被害」などについて、	
７月下旬に徳島県の被害想定が発表されました。
　切迫する「南海トラフ巨大地震」に加え、「中央構造線・活断層地震」という２つの地震リスクに備える必要が	
あります。
　市民の皆さんには、「住宅の耐震化」はもとより、「家具の転倒防止」や「水や食料の備蓄」などを
進めていただきますようお願いします。

＜両地震の本市における被害などの特徴＞
南海トラフ巨大地震 中央構造線・活断層地震

想定震源域 東海沖から日向灘にかけて 阿讃山脈南縁～吉野川北岸（県内では）

本市の最大震度 ６強 ７

被害の主な原因 ①津波 ②揺れ ①揺れ ②火災　※津波による被害はない。

建物被害（棟） 全　壊　11,900 （うち津波による 8,600、
　　　　　　　 　　  揺れによる 2,900）

全　壊　11,100 （うち揺れによる 8,700、
　　　　　　　　 　  火災による 2,300）

人的被害（人） 死　者　  2,700
負傷者　  1,400

死　者　     690
負傷者　  2,400

避難所生活者（人） １日後　20,000 １日後　18,300

※建物は冬の午後６時、死者・負傷者は冬の深夜のそれぞれ被害想定が多い場合の数値。

問 市企業局水道企画課 ☎088・685・3330
　
水
道
は
、
市
民
生
活
や
社
会

経
済
活
動
に
と
っ
て
不
可
欠
な

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
す
。

　
本
市
で
は
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
や
中
央
構
造
線
・
活
断
層

地
震
な
ど
の
地
震
の
発
生
が
危

惧
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
水

道
施
設
の
耐
震
化
な
ど
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
平
成

28
年
度
末
で
の
水
道
施
設
の
耐

震
化
率
は
、
水
道
管
路
が
約

76
％
、
配
水
池
が
約
25
％
、
浄

水
場
が
０
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
が
実
施
し
て
い
る
耐
震

化
の
主
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

水
道
管
路
の
更
新

　
水
道
水
の
安
定
供
給
を
図
る

た
め
、
国
の
交
付
金
を
積
極
的

に
活
用
す
る
な
ど
、
管
路
を
順

次
、
更
新
し
て
い
ま
す
。

浄
水
場
の
共
同
化

　
市
浄
水
場
は
、
老
朽
化
や
耐

震
性
能
な
ど
に
課
題
が
あ
り
、

災
害
に
強
い
浄
水
場
へ
の
早
期

の
更
新
が
必
要
で
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
本
市
と
同
様 

の
課
題
を
抱
え
る
北
島
町
と
、 

建
設
や
維
持
管
理
に
か
か
る
費

用
の
削
減
効
果
が
見
込
め
る
こ

と
な
ど
か
ら
、浄
水
場
を
共
同
整

備
す
る
こ
と
に
し
、
８
月
４
日
に

第
１
回
鳴
門
市
・
北
島
町
浄
水

場
共
同
化
協
議
会
を
開
催
し
ま 

し
た
。

　
今
後
、同
協
議
会
に
お
い
て
、

共
同
浄
水
場
の
整
備
・
運
営
に

向
け
て
、
建
設
や
維
持
管
理
に

必
要
と
な
る
基
本
的
事
項
の
検

討・協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

耐
震
化
計
画
の
策
定

　
人
口
減
少
な
ど
に
伴
い
給
水

収
益
は
毎
年
減
少
し
て
お
り
、

今
後
も
厳
し
い
経
営
状
況
が
続

く
一
方
で
、
水
道
施
設
の
耐
震

化
に
は
、
多
く
の
費
用
や
時
間

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
も
、

安
全
・
安
心
な
水
道
水
を
安

定
的
に
お
届
け
で
き
る
よ
う
、 

現
在
、
策
定
中
の「
送
配
水
施

設
耐
震
化
計
画
」に
基
づ
き
、

水
道
施
設
の
耐
震
化
や
長
寿
命

化
を
図
り
な
が
ら
、
今
後
も
災

害
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

第１回浄水場共同化協議会

「南海トラフ巨大地震」
「中央構造線・活断層地震」
に備えよう 問 市役所危機管理課 ☎088・684・1711
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昨
年
に
引
き

続
き
、
卸

売
市
場
の
こ
と

を
知
っ
て
も
ら

う
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　

市
場
見
学
で
は
、
卸
売
市
場

内
の
施
設
見
学
に
加
え
、
子
ど

も
た
ち
を
対
象
と
し
た
模
擬
せ

り
体
験
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

食
農
教
室
で
は
Ｊ
Ａ
大
津
松

茂
と
の
連
携
事
業
で
、
地
域
が

誇
る
特
産
品
レ
ン
コ
ン
誕
生
の

由
来
や
生
産
者
の
思
い
な
ど
の

講
義
と
地
元
の
食
材
を
活
用
し

た
料
理
の
試
食
会
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日　
時
】９
月
16
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

【
場　

所
】市
公
設
卸
売
市
場

ほ
か

【
対　

象
】市
内
在
住
の
小
学
生

と
そ
の
保
護
者（
保
護
者
同

伴
必
須
）

【
内　
容
】

▼
午
前
９
時
～　
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン（
卸
売
市
場
と
は
）

▼
午
前
９
時
30
分
～　

模
擬
せ

り
体
験
・
食
育
体
験

▼
午
前
10
時
30
分
～　

食
農
教

室（
テ
ー
マ
：
レ
ン
コ
ン
）

▼
午
前
11
時
～　
市
場
施
設
見
学

▼
午
前
11
時
15
分
～　

レ
ン
コ

ン
を
活
用
し
た
料
理
の
試
食

会
な
ど

卸売市場のことを学びませんか
親子の「市場見学＆食農教室」参加者募集

自慢の写真を大募集  「鳴門百景2017フォトコンテスト」 コンテスト

問 市うずしお観光協会 ☎684･1731　〒772・0003撫養町南浜字東浜165番地10

鳴
門
の
自
然
や
人
々
、
食
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
テ
ー
マ

に
し
た
観
光
写
真
を
、
次
の
４

部
門
で
募
集
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

①
一
般
の
部

Ｂ
４
サ
イ
ズ
に
プ
リ
ン
ト
し

て
、
市
う
ず
し
お
観
光
協
会

に
備
え
て
い
る
応
募
用
紙

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）を
作
品
に
貼

り
、
同
協
会
ま
で
郵
送
ま
た

は
持
参
で
応
募
。

②
世
界
遺
産
を
め
ざ
そ
う
の
部

鳴
門
の
渦
潮
ま
た
は
四
国

八
十
八
カ
所
巡
礼
の
写
真
が

テ
ー
マ
。
応
募
方
法
は
①

一
般
の
部
と
同
じ
。

③
学
生
の
部

中
学
生
以
下（
15
歳
以
下
）が

対
象
。
学
生
か
ら
見
た
鳴
門

の
風
景
や
街
並
み
の
写
真
が

テ
ー
マ
。
応
募
方
法
は
①
一

般
の
部
と
同
じ
。

④
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
部

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
応

募
。
同
協
会
ア
カ
ウ
ン
ト

フ
ォ
ロ
ー
後
、「
♯
鳴
百
17
」

の
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
つ
け
て

投
稿
。
投
稿
し
た
写
真
を
Ｅ

メ
ー
ル
で
同
協
会
へ
。
件
名

に「
鳴
門
百
景
」、
本
文
に
題

名
、
住
所
、
氏
名（
ふ
り
が

な
）、
年
齢
、
撮
影
場
所
、

撮
影
年
月
日
、
電
話
番
号
を

明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

【
表　
彰
】 

①
一
般
の
部
…
最
優
秀
賞（
賞
金

５
万
円
）、
優
秀
賞（
賞
金
１
万

円
）、
入
選（
賞
金
５
千
円
）

②
世
界
遺
産
を
め
ざ
そ
う
の

部
…
最
優
秀
賞（
賞
金
５
万

円
）、
入
選（
賞
金
５
千
円
）

③
学
生
の
部
…
最
優
秀
賞（
図

書
カ
ー
ド
３
千
円
）、
入
選

（
図
書
カ
ー
ド
千
円
）

④
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
部
…
最

優
秀
賞（
賞
金
１
万
円
）、
入

選（
賞
金
３
千
円
）

⑤
特
別
賞
…
わ
た
ろ
う
せ
と
う
ち

大
鳴
門
橋
賞（
賞
金
１
万
円
）

【
応
募
締
切
／
審
査
発
表
】11
月

30
日（
木
）必
着
／
12
月
予
定

【
応
募
規
定
】

◦
作
品
は
２
年
以
内
に
撮
影
し

た
、
自
作
で
未
発
表
の
も
の
。

◦
応
募
点
数
は
１
人
各
部
門
10

点
ま
で
。

◦
入
賞
作
品
の
著
作
権
は
撮
影

者
に
帰
属
し
ま
す
が
、
主
催

者
は
鳴
門
の
観
光
Ｐ
Ｒ
な
ど

を
目
的
と
し
て
、
入
賞
作
品

を
無
償
で
独
占
的
に
利
用
で

き
る
も
の
と
し
ま
す
。

◦
被
写
体
が
人
物
の
場
合
、
必

ず
事
前
に
了
承
を
得
る
こ
と
。

Ｅメール naruhyaku@naruto-kankou.jp　ホームページ http://www.naruto-kankou.jp

問 市公設卸売市場管理事務所 ☎兼FAX685・3680

一緒に働きませんか
臨時職員を募集します

問 市教育委員会教育総務課 ☎686・8801

◆
学
校
用
務
員

【
募
集
人
数
】１
人

【
業
務
内
容
】
学
校

環
境
整
備
、
学

校
給
食
配
膳
お

よ
び
、
そ
の
他
の
業
務

【
応
募
資
格
】要
普
通
自
動
車
免

許（
Ａ
Ｔ
限
定
可
）

【
雇
用
期
間
】10
月
か
ら
６
カ

月
間

【
賃　
金
】日
額
６
５
０
０
円

【
選　

考
】9
月
12
日（
火
）に
面

接
審
査

【
申
込
方
法
】市
販
の
履
歴
書

（
写
真
添
付
）を
９
月
６
日

（
水
）ま
で
に
同
課
へ
持
参

※
提
出
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

◆
学
校
給
食
調
理
補
助
員

【
募
集
人
数
】５
人
程
度

【
業
務
内
容
】学
校
給
食
セ
ン
タ
ー 

で
の
調
理
補
助
、
配
送
補
助

業
務

【
応
募
資
格
】要
普
通
自
動
車
免

許（
Ａ
Ｔ
限
定
可
）

【
雇
用
期
間
】任
用
日
か
ら
6
カ

月
間（
更
新
の
場
合
あ
り
）

【
賃　

金
】日
額
６
８
０
０
円

（
調
理
師
・
栄
養
士
の
資
格

取
得
者
は
６
９
０
０
円
）

【
選　
考
】随
時
面
接
審
査
を
実
施

【
申
込
方
法
】市
販
の
履
歴
書

（
写
真
添
付
）と
免
状
な
ど
の

写
し
を
同
課
へ
持
参

※
提
出
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

昨年度一般の部
最優秀作品

「巣作り」

市からのお知らせ
City_information
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City_information

今
年
も
商
店
と
お
客
様
と
の

交
流
を
通
し
、
お
店
の
特

徴
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
信
頼
関

係
を
築
く
こ
と
を
目
的
と
し
た

『
鳴
門
ま
ち
ゼ
ミ
』を
開
催
。
専
門

知
識
や
特
性
な
ど
を
生
か
し
て
少

人
数
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
無
料（
あ

る
い
は
材
料
費
実
費
）で
開
催
可

能
な
参
加
店
舗
を
募
集
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し

く
は
市
大
道
商
店
街
振
興
組
合

事
務
局（
鳴
門
商
工
会
議
所
内
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
開
催
期
間
】11
月
１
日（
水
）～

　
　
　
　
　
11
月
30
日（
木
）

【
参
加
企
業
申
し
込
み
期
間
】

　
９
月
15
日（
金
）ま
で

【
場　
所
】　

　
原
則
、
講
師
の
お
店

※
無
理
な
場
合
は
、
商
店
街
近

隣
の
店
舗
内
、
も
し
く
は
ひ

か
り
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
参
加
費
】

　
１
講
座
あ
た
り
５
千
円

※
２
講
座
目
に
若
年
層
向
け
や

親
子
参
加
向
け
講
座
を
開
催

す
る
場
合
は
無
料
。

【
参
加
資
格
者
】過
去
に
ま
ち
ゼ

ミ
に
参
加
し
た
方
。
ま
ち
ゼ

ミ
の
会
の
会
員
の
紹
介
で
ま

ち
ゼ
ミ
に
理
解
し
て
く
れ
て

い
る
方
、
事
前
説
明
会
に
参

加
で
き
る
方
。

商店の活性化事業に参加しませんか
第４回『鳴門まちゼミ』参加店舗募集

 問 市大道商店街振興組合事務局 ☎685・3748

◆
住
宅
安
心
リ
フ
ォ
ー
ム

　
補
助
金（
先
着
順
）

　

一
定
の
要
件
を
満
た
す
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
を
補
助
し
ま
す
。

【
対
象
住
宅
】

▼
市
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
方
が
居
住

▼
世
帯
所
得
の
合
計
が
５
５
０

　
万
円
未
満
の
方
が
所
有

　
な
ど

【
対
象
工
事
】

▼
市
内
に
本
店
が
あ
る
建
設
業

者
が
行
う

▼
工
事
費
が
税
込
20
万
円
以
上

▼
平
成
30
年
３
月
15
日（
木
）ま

で
に
完
了

▼
補
助
金
の
交
付
決
定
後
に
着
手

安全・安心な住まいづくり
住宅のリフォームを補助します

問 市役所まちづくり課 ☎684・1164

※
一
部
対
象
と
な
ら
な
い
工
事

が
あ
り
ま
す
。

【
補
助
額
】補
助
対
象
工
事
費
の

20
％（
上
限
20
万
円
）

※
補
助
金
を
受
け
ら
れ
る
の
は

一
回
限
り
で
す
。
補
助
金
交

付
額
が
予
算
額
に
達
し
次
第

締
め
切
り
ま
す
。

　
　

詳
し
い
内
容
や
応
募
要
件

は
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

郵送先住所の記載がない場合、住所は「〒772・8501 撫養町南浜字東浜170」です。

鳴門の歴史を学びませんか
市公民館「歴史文化講座」受講生募集

歴史文化講座

問 市教育委員会生涯学習人権課 ☎686・8807

今
年
の
テ
ー
マ
は
鳴
門
学
の

す
す
め
。「
徳
島
県
祭
り
・

行
事
調
査
」「
阿
波
学
会
総
合
学
術

調
査
」の
注
目
す
べ
き
成
果
か
ら

鳴
門
の
知
ら
れ
ざ
る
自
然
や
歴
史

の
魅
力
を
探
求
し
ま
せ
ん
か
。

【
対　

象
】市
内
在
住
の
方
で
、

原
則
全
日
程
に
参
加
で
き
る
方

【
場　
所
】板
東
公
民
館

【
定　
員
】50
人（
先
着
順
）

【
申
し
込
み
】10
月
27
日（
金
）ま

で
に
、
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
・

Ｅ
メ
ー
ル（
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
住
所
、
電
話
番
号
を

明
記
）で
市
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
人
権
課
へ
。

FAX686・8005　Ｅメール： syougai-jinken@city.naruto.i-tokushima.jp

日程 内容

第１回 10月28日（土）
午後２時～４時

板
いた

碑
び

からみた鳴門市の歴史と信仰
講師：徳島考古学研究グループ代表
　　　岡山 真知子氏

第２回 11月11日（土）
午後２時～４時

コウノトリが鳴門に来た深い理由(わけ)　　　　　　
～豊かな生態系を育む植物相～
講師：阿波学会副会長　
　　　徳島県植物研究会会長　木下 覺

さとる
氏

第３回 11月18日（土）
午後２時～４時

鳴門市の社寺建築～その特徴と魅力～
講師： 郷土建築研究会事務局
　　　(有)黒崎建設　代表取締役　黒崎 仁

ひと し
資氏

第４回 12月９日（土）
午後２時～４時

江戸時代の撫養石と徳島藩
講師：鳴門教育大学　准教授　町田 哲氏

第５回 12月16日（土）
午後２時～４時

鳴門市の祭りと神様へのお供え物の特色
講師：四所神社　権

ごん

禰
ね

宜
ぎ

　　　徳島県神社庁　理事・調査部長　辻 保雄氏

▼ 講座日程一覧
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健
康
の
た
め
に
体
の
点
検
を

し
ま
し
ょ
う
。
健
診
当

日
は
特
定
健
康
診
査
と
頸け
い
ぶ部
エ

コ
ー
検
査
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
日　
時
】９
月
23
日（
土
・
祝
）

　
　
　
　
午
後
２
時
～
３
時

【
場　
所
】市
消
防
庁
舎
前
、

　
市
消
防
本
部
３
階
会
議
室

【
対　

象
】40
歳
か
ら
74
歳
ま
で

の
鳴
門
市
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者

【
定
員
／
自
己
負
担
額
】 

　

40
人
程
度（
下
記
ヤ
ン
グ
健

　
診
を
含
む
）／
千
円

【
準
備
物
】特
定
健
診
受
診
券

（
紛
失
し
た
場
合
は
市
役
所

保
険
課
で
再
発
行
し
ま
す
）、

被
保
険
者
証
、
問
診
票（
申

し
込
み
後
に
送
付
し
ま
す
）

【
申
し
込
み
】９
月
19
日（
火
）ま

で
に
被
保
険
者
証
を
持
参
し

同
課
へ
。

◆
ヤ
ン
グ
健
診
も
同
日
・

　
同
時
刻
に
実
施
し
ま
す

　

若
い
う
ち
か
ら

の
健
康
管
理
を
応

援
す
る「
ヤ
ン
グ
健

診
」を
受
診
し
ま
せ
ん
か
。
健

診
内
容
や
申
し
込
み
方
法
な
ど

は
上
記
の
特
定
健
康
診
査
と
同

じ
で
、
30
歳
以
上
40
歳
未
満
の

方
が
受
診
で
き
ま
す
。

※
特
定
健
診
受
診
券
は
、
ヤ
ン

グ
健
診
で
は
不
要
で
す
。

特定健康診査（メタボ健診）の受診を
「ヤング健診」では30代から受診できます

 問 市役所保険課 ☎684・1204

高齢者の歯の健康をチェックします
後期高齢者医療制度の歯科健康診査

問 県後期高齢者医療広域連合 ☎677・3666

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
し
て
い
る
節
目
の
年
齢

の
方
を
対
象
に
、
口
腔
機
能
の

低
下
や
肺
炎
な
ど
の

疾
病
を
予
防
す
る
た

め
の
歯
科
健
康
診
査

を
実
施
し
ま
す
。

【
対　

象
】大
正
15
年（
昭
和
元

年
）、
昭
和
６
年
、
11
年
、
16

年
に
生
ま
れ
た
方
。
た
だ
し
、

長
期
入
院
患
者
や
施
設
入
所

者
は
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

※
対
象
者
に
は
受
診
券
と
な
る

は
が
き
を
送
付
し
ま
す
。

【
受
診
方
法
】事
前
に
電
話
な
ど

で
健
診
実
施
歯
科
医
院
に
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
実
施
歯
科
医
院
は
、
市
役
所

保
険
課
で
一
覧
表
を
配
布
す

る
ほ
か
、
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
や
県
歯
科
医
師

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確

認
で
き
ま
す
。

【
受
診
期
間
】10
月
１
日（
日
）～

　
　
　
　

 

11
月
30
日（
木
）

【
準
備
物
】後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
証
、
歯
科
健
診
受
診

券
の
は
が
き

【
注
意
事
項
】歯
科
健
診
は
期
間

中
に
１
回
の
み
で
す
。
ま
た
、

歯
科
健
診
自
体
は
無
料
で
す

が
、
そ
の
後
に
治
療
行
為
が

行
わ
れ
る
場
合
は
有
料
と
な

り
ま
す
。

市からのお知らせ
City_information

あなたの文芸作品を冊子に掲載しませんか
第47号『なると市民文芸』作品募集

文芸作品募集

問 市役所文化交流推進課内 市文化協会事務局 ☎684･1214

『
な
る
と
市
民
文
芸
』は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
俳

句
、
短
歌
、
川
柳
、
現
代
詩
、

小
説
、
随
筆
の
文
芸
作
品
を
掲

載
し
た
冊
子
で
す
。

【
応
募
資
格
】市
内
に
在
住
、
在

勤
、
在
学
ま
た
は
市
文
化
協

会
に
加
盟
し
て
い
る
方

【
応
募
規
定
】俳
句
、
短
歌
、
川

柳
部
門
は「
な
る
と
市
民
文

芸
」規
定（
市
文
化
協
会
事
務

局
で
配
布
）の
応
募
用
紙
を
、

そ
れ
以
外
の
部
門
は
市
販
の

原
稿
用
紙（
Ａ
４
版
、
４
０
０

字
詰
め
）を
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。

※
詳
し
い
応
募
規
定
や
応
募
用

紙
は
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
新
着
情
報
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
応
募
方
法
】作
品
の
部
門
名
、

氏
名（
雅
号
で
応
募
す
る
時

は
、
本
名
を
併
記
）、
郵
便

番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、

所
属
団
体（
な
い
場
合
は
不

要
）を
記
入
の
上
、
10
月
16

日（
月
）ま
で
に
同
事
務
局
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
ど
も
俳
句
は
、
学
校
名
、

学
年
、
氏
名（
漢
字
）を
記
入

し
、
小
学
校
を
通
じ
て
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

俳　句 １人３句（こども俳句は１人２句）

短　歌 １人３首

川　柳 １人３句

現代詩 １人２編以内、１編は原稿用紙２枚以内

小　説 １人１編、原稿用紙30枚以内

随　筆 １人１編、原稿用紙５枚以内

応募部門
（応募は一人３部門まで）
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台
風
な
ど
に
よ
る
風
水
害

に
よ
り
発
生
す
る「
災
害

ご
み
」の
出
し
方
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
く
だ
さ
い
。
円
滑
な
収

集
と
早
い
時
期
で
の
復
旧
が
で

き
る
よ
う
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

・各
地
域
で
仮
置
場
を
設
定
す
る
。

（
必
ず
事
前
に
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

・
仮
置
場
は
、
監
視
員
を
配
置

す
る
な
ど
各
地
域
で
の
管
理

を
お
願
い
し
ま
す
。

・
燃
や
せ
る
ご
み
、
燃
や
せ
な

い
ご
み
、
畳
・
家
電
製
品
・

た
ん
す
な
ど
の
粗
大
ご
み
を

台風シーズンを迎えています
「災害ごみ」の出し方をお知らせします

問 市クリーンセンター廃棄物対策課 ☎683・7573

分
別
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品（
エ

ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫

･

冷
凍
庫
、
洗
濯
機
・
衣
類

乾
燥
機
）お
よ
び
パ
ソ
コ
ン

は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・「
災
害
ご
み
」の
ご
み
出
し
が

終
わ
っ
た
と
き
は
、
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
ま
で
収
集
依
頼

の
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

収
集
は
一
週
間
程
度
を
め
ど

に
行
い
ま
す
。

・
持
ち
込
み
が
で
き
る
方
は
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
直
接

持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

・
通
常
の
家
庭
ご
み
は
普
段
の

場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
ド
イ
ツ
グ
ル
メ
ッ
セ

　
２
０
１
７

　
ド
イ
ツ
の
文

化
を
紹
介
す
る

イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。
会

場
で
は
ワ
イ
ン
、

ビ
ー
ル
、
ソ
ー

セ
ー
ジ
、
パ
ン
、

ス
イ
ー
ツ
な
ど

ド
イ
ツ
の
グ
ル
メ
を
多
数
販
売

し
ま
す
。
ま
た
、
食
品
だ
け
で

な
く
、
ド
イ
ツ
の
信
号
機「
ア
ン

ペ
ル
マ
ン
」の
グ
ッ
ズ
も
多
く

登
場
し
ま
す
。
食
欲
の
秋
、
ド

イ
ツ
の「
お
い
し
い
」と「
楽
し

い
」を
ド
イ
ツ
館
で
お
楽
し
み

来館をお待ちしています
ドイツ館でイベントを開催します

問 ドイツ館 ☎689・0099

く
だ
さ
い
。

【
日
　
時
】９
月
30
日（
土
）、

　
　
　
　
10
月
１
日（
日
）

　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

【
場
　
所
】ド
イ
ツ
館

※
同
イ
ベ
ン
ト
会
場
の
入
館
は

無
料
で
す
。

◆
ド
イ
ツ
館
企
画
展

　「
ド
イ
ツ
兵
、
板
東
に
至
る
」

と
題
し
、
ド
イ
ツ
兵
捕
虜
た
ち

が
百
年
前
、
徳
島
市
内
ま
た
は

小
松
島
港
か
ら
板
東
ま
で
徒
歩

で
来
た
経
路
を
当
時
の
交
通
事

情
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

【
日
　
時
】10
月
１
日（
日
）ま
で

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

※
入
館
料
が
必
要
で
す
。

立
候
補
に
必
要
な
諸
用
紙
を

お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
立
候

補
を
予
定
し
て
い
る
方
は
必

ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

市
長
・

市
議
会

議
員
選
挙
は

11
月
19
日（
日
）

告
示
、
11
月

26
日（
日
）投
票
の
日
程
で
行
わ
れ

ま
す
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
立
候
補

予
定
者
へ
の
説
明
会
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

【
日
　
時
】10
月
７
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～

【
場
　
所
】う
ず
し
お
会
館
２
階

　
　
　
第
1
会
議
室

※
説
明
会
で
は
、
立
候
補
の
手

続
き
や
選
挙
運
動
の
方
法
、

選
挙
運
動
費
用
の
公
費
負
担

に
つ
い
て
説
明
す
る
ほ
か
、

立候補予定者は出席を
市長・市議選の説明会を開催します

問 市選挙管理委員会事務局 ☎684・1694

公
的
年
金
制
度
は
、
老
後
の

暮
ら
し
を
は
じ
め
、
事
故

な
ど
で
障
が
い
を
負
っ
た
と
き

や
、
一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ

た
と
き
に
、
み
ん
な
で
暮
ら
し
を

支
え
合
う
制
度
で
す
。
日
本
国
内

に
居
住
し
て
い
る
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
方
で
、
他
の
年
金
制
度

に
加
入
し
て
い
な
い
方
は
、
国
民

年
金
の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

■
手
続
き
が
必
要
な
場
合

①
会
社
な
ど
に
勤
め
て
い
な
い

方（
学
生
を
含
む
）が
20
歳
に

な
っ
た
と
き

②
満
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

が
会
社
を
辞
め
た
と
き

③
被
扶
養
者
の
方
で
、
扶
養
者
が

国民年金のお手続きはお済みですか

徳島北年金事務所 ☎655・0200

会
社
を
退
職
し
た
り
転
職
し

た
り
し
た
と
き

④
国
外
か
ら
帰
国
し
た
と
き

⑤
加
入
者
の
住
所
や
氏
名
が
変

わ
っ
た
と
き

⑥
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予

制
度
を
利
用
す
る
と
き

⑦
国
民
年
金
加
入
者
・
受
給
者

が
死
亡
し
た
と
き

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も
の

　（
年
金
手
帳
、年
金
証
書
な
ど
）

・
印
鑑

・
本
人
確
認
の
で
き
る
も
の

　（
免
許
証
、健
康
保
険
証
な
ど
）

※
各
手
続
き
で
右
記
以
外
に
も
必

要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問 市役所市民課 ☎684・1138
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お
ゆ
ず
り
し
ま
す  

※
無
料

　◆
本
棚

　

　◆
日
本
水
仙
球
根（
４
０
０
個
）

問 
市
消
費
者
協
会

　 

☎
６
８
６･

３
７
７
６

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
業
務
案
内

　
９
月
９
日（
土
）は
午
前
８
時
30
分

か
ら
正
午
ま
で
、
ご
み
の
持
ち
込
み

を
受
け
付
け
ま
す
。
18
日（
月
・
祝
）

は
休
業
と
な
り
ま
す
。

問 
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　 

☎
６
８
３･

７
５
７
０

今
月
の
納
期

固
定
資
産
税（
３
期)

、
国
民
健
康

保
険
料
、
介
護
保
険
料 

（
各
４
期)

、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
２
期)

、

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金（
２
期)

　
10
月
２
日（
月
）ま
で
に
市
役
所
税

小
川
病
院
　
糖
尿
病
・
物
忘
れ
教
室

　「糖
尿
病
と
神
経
障
害
」と
題
し
、

神
経
内
科
医
が
講
演
を
行
い
ま
す
。

【
日
時
】９
月
９
日（
土
）

　
　
　
午
後
４
時
～
５
時

【
場
所
】同
病
院
６
階
会
議
室

問 
同
病
院 

☎
６
８
６・２
３
２
２

兼
松
病
院

乳
が
ん
・
甲
状
腺
の
特
別
講
習
会

【
日
時
】９
月
９
日（
土
）

　
　
　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

【
場
所
】同
病
院
１
階
デ
イ
ル
ー
ム

【
内
容
】①
乳
が
ん
標
準
治
療
の
重
要

性（
民
間
療
法
と
の
違
い
）、
②
早

期
発
見
の
た
め
の
乳
が
ん
検
診
、

③
甲
状
腺
の
し
こ
り
の
病
気

問 
同
病
院 

☎
６
８
５・４
５
３
７

旬
の
魚
の
さ
ば
き
方
教
室

【
日
時
】９
月
23
日（
土
・
祝
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

【
場
所
】北
泊
漁
業
協
同
組
合

【
定
員
】30
人（
先
着
順
）

【
費
用
】１
５
０
０
円

※
当
日
集
金（
お
土
産
あ
り
）

【
準
備
物
】よ
く
切
れ
る
包
丁
、
エ
プ

ロ
ン
、
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
、
ぬ

れ
て
も
よ
い
服
装

【
問
・
申
し
込
み
】９
月
19
日（
火
）

ま
で
に
市
役
所
水
産
振
興
室（
☎

６
８
４・１
１
５
２
）へ
。

普
通
救
命
講
習

【
日
時
】10
月
15
日（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

務
課
、
保
険
課
ま
た
は
指
定
金
融
機

関
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談

所（
徳
島
地
方
法
務
局
）」の
開
設

　
土
地
・
建
物
や
会
社
の
登
記
、
相

続
な
ど
困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と
を
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】10
月
１
日（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
場
所
】 徳
島
地
方
法
務
局
６
階
会
議
室

※
原
則
、
事
前
予
約
制
。

問 
同
局 

☎
６
２
２・４
３
１
８

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る

無
料
相
談
会

【
日
時
】10
月
２
日（
月
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

【
場
所
】市
役
所
本
庁
１
階

　
　
　
市
民
相
談
室

【
内
容
】不
動
産
の
価
格
や
有
効
利
用
な
ど

問 

県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

　 

☎
６
２
３・７
２
４
４

講
座・教
室・試
験
な
ど

鳴
門
病
院
　
糖
尿
病
教
室

　
糖
尿
病
食
の
試
食
会
を
実
施
。

【
日
時
】９
月
12
日（
火
）

　
　
　
午
前
11
時
～
午
後
１
時

【
場
所
】同
病
院
３
階
大
会
議
室

※
費
用
は
要
問
い
合
わ
せ
。

【
問
・
申
し
込
み
】９
月
８
日（
金
）ま

　
で
に
同
病
院（
☎
６
８
３･

０
０
１

　
１
）へ
。

【
場
所
】市
消
防
本
部
３
階
会
議
室

【
対
象
】市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
15

歳
以
上
の
方（
先
着
10
人
程
度
）

【
内
容
】心
肺
蘇
生
法（
胸

骨
圧
迫
、
人
工
呼
吸
、

A
E
D
の
使
用
法
）や
異

物
除
去
、
止
血
法
な
ど

【
問
・
申
し
込
み
】９
月
29
日（
金
）

ま
で
に
市
消
防
本
部
予
防
課（
☎

６
８
４
・１
４
９
４
）へ
。

環
境
学
習
館
の
各
種
教
室

　
両
教
室
と
も
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
３
階
環
境
学
習
館
で
開
催
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
同
館

（
☎
６
８
３
・
７
５
６
８
）へ
。

■
絵
手
紙
教
室（
全
２
回
）

　
手
す
き
は
が
き
を
利
用
し

て
絵
手
紙
を
書
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】９
月
５
日
、
10
月
３
日（
各

火
曜
日
）午
後
２
時
～
４
時

【
定
員
】20
人
程
度（
先
着
順
）

【
準
備
物
】絵
筆
、
水
性
絵
の
具
、
鉛

　
筆
、
墨
な
ど

■
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室（
全
２
回
）　

　フ
ク
ロ
ウ
の
小
物
入
れ
を
作
り
ま

せ
ん
か
。

【
日
時
】９
月
21
日
、
10
月
19
日（
各
木

曜
日
）午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

【
定
員
】20
人
程
度（
先
着
順
）

【
準
備
物
】布（
30
㌢
×
30
㌢ 

７
～
10

種
各
１
枚
、
接
着
キ
ル

ト
芯（
30
㌢
×
50
㌢ 

１

枚
）、
端
切
れ
い
ろ
い
ろ
、

裁さ
い
ほ
う縫

道
具（
針
、
糸
、
は

さ
み
、
筆
記
用
具
な
ど
）

生
活
・
暮
ら
し

  10月より徳島バス運行区間の一部運行休止
　徳島バスが運行している徳島大麻神社線の一部区間の
運行を休止します。※始終点の停留所は、吉野川病院前
となり、路線名がグリーンタウン線に変更になります。

【休止する停留所】

 問 徳島バス株式会社  ☎622・1811
     市役所戦略企画課  ☎684・1013

【日　時】10月１日（日） 午前８時45分～午後４時
【場　所】市人権福祉センター
【対　象】市内の小学５・６年生と中学生
【募集人数／費用】50人から70人程度／24円（保険料）
【講　師】外国青年20人程度
【問・申し込み】学校を通じて９月12日（火）までに市
　教育委員会教育支援室（☎686・8806）へ。

イングリッシュ・デイキャンプ2017　参加者募集！

  ～楽しく活動しながら異文化＆英会話体験を～

市場、市場橋、大正橋、福泉寺前、川崎小学校前、川崎、板東八幡
大東、板東駅東、霊山寺前、大鳥居、平草、大麻神社
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● 電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「088」です。

生
）／
高
卒（
見
込
み
含
む
）21
歳

未
満
、
③
防
衛
大
学
校
学
生
／
高

卒（
見
込
み
含
む
）21
歳
未
満

【
受
付
期
間
】①
随
時
受
付
中
、
②
③

９
月
５
日（
火
）～
29
日（
金
）

【
試
験
日
】

　
①
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
②
看
護
学
科
学
生=

１
次
：
10
月

14
日（
土
）、
医
学
科
学
生=

１

次
：
10
月
28
日（
土
）、
29
日（
日
）

　
③
1
次
：
11
月
4
日（
土
）、5
日（
日
）

問 
自
衛
隊
鳴
門
地
域
事
務
所

　 
☎
６
８
５･

５
３
０
６

子
ど
も
お
練
り
の
演
舞
者
募
集

　
市
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
葛
城
神
社
の
大
浦
子
ど
も
お
練

り（
大
名
行
列
）を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

【
対
象
】小
・
中
学
生
※
男
女
不
問

【
問
・
申
し
込
み
】９
月
29
日（
金
）ま

で
に
北
灘
公
民
館
内 

大
浦
子
ど

無料相談
行政相談 日時  ９月８日（金） 13：00～16：00 
場所  市役所本庁１階市民相談室  担当：梯

かけはし

　
問 市役所秘書広報課 ☎684・1118
人権相談 日時  ９月15日（金） 13：30～16：30
場所  市役所本庁１階市民相談室
※上記の時間帯に電話相談も行います。
問 市役所人権推進課 ☎684・1423
成年後見制度相談 ※原則予約
日時  ９月20日（水） 13：30～15：30
場所  市役所本庁１階市民相談室
問 市役所長寿介護課 ☎684・1175
成年後見・相続・遺言の相談 日時  ９月８日（金） 
　13：00～15：00　場所  旧鳴門ファミリー・サポー
トセンター会議室（斎田公民館向かい側）
問 コスモス成年後見サポートセンター ☎679・4440
女性相談 日時  月～金曜（休日除く）  9：00～17：00
場所  女性子ども支援センター
問 「ぱぁとなー」 ☎684・1413、☎684・1408
心配ごと相談 日時  毎金曜（休日除く） 10：00～15：00
場所  健康福祉交流センター（旧老人福祉センター）
　　 ２階 市社会福祉協議会相談室
問 市社会福祉協議会 ☎685・7170
職業相談 日時  ９月13日（水） 13：30～14：30
場所  市人権福祉センター１階応接室
問 ハローワーク鳴門 ☎685・2270
身体障害者相談 日時  月～金曜（休日除く）  9：30～
　12：00 場所  市身体障害者会館
問 同館 ☎686・4144
NPO相談 日時  月～金曜（休日除く） 9：00～17：00
場所  市役所市民協働推進課
問 同課 ☎684・1200
消費生活相談 日時  月～金曜（休日除く） 9：30～
　15：30  場所  消費生活センター
問 同センター ☎686・3776
電話法務相談 ※要予約
　四国市民法務サポート代表理事の森江大

だ い

蔵
ぞ う

氏に
よる無料電話法務相談。
日時  ９月14日（木） 17：00～19：00
内容  くらしの法務相談全般
電話番号  0120・992・932

年金相談 ※要予約
日時  ９月21日（木） 10：00～15：00
場所  市役所本庁１階第１会議室
問 街角の年金相談センター徳島 ☎657・3081
若者の就労相談会 ※要予約
日時  ９月５日、12日、19日、26日（各火曜日） 
　　 13：00～17：00
場所  市共済会館３階小会議室
問 とくしま地域若者サポートステーション 
    ☎602・0553
認知症サポート医によるもの忘れ相談 
日時  ９月27日（水） 14：00～16：00
場所  市役所本庁１階市民相談室
問 基幹型地域包括支援センター  ☎615･1417
介護者家族の会による相談
日時  ９月12日、26日（各火曜日） 10：00～15：00
場所  健康福祉交流センター（旧老人福祉センター）
　　 ２階 市社会福祉協議会相談室
問 基幹型地域包括支援センター ☎615･1417

　
も
お
練
り
の
会（
☎
６
８
２・０
４

　
４
２
）へ
。

と
き
め
き
陶
芸
体
験

　
素
敵
な
パ
ー
ト
ナ
ー

に
出
逢
え
る
チ
ャ
ン
ス
。

気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】10
月
29
日（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

※
受
付
：
午
前
９
時
30
分
～

【
場
所
】花
見
山 

心
の
手
紙
館

【
内
容
】①
大
谷
焼
体
験
、
②
ラ
ン
チ

　
タ
イ
ム
、
③
ト
ー
ク
タ
イ
ム
、

　
④
マ
ッ
チ
ン
グ

【
対
象
】結
婚
を
希
望
す
る
20
～
45
歳

く
ら
い
の
独
身
男
女

【
定
員
】男
女
各
15
人

【
費
用
】３
千
円（
陶
芸
体
験
代
、
作

品
代
、
ラ
ン
チ
代
含
む
）

※
鳴
門
市
民
は
２
５
０
０
円

【
問
・
申
し
込
み
】９
月
22
日（
金
）ま

　
で
に
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
電
話

番
号
、
生
年
月
日
、
職
業
を
明
記

の
上
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
市
社
会
福
祉
協

議
会（
〒
７
７
２・
０
０
０
３ 

撫
養
町
南
浜
字
東
浜
24
番
地
２ 

FAX
：
６
８
６・
４
０
５
９ 

Ｅ 

メ
ー
ル
：office@

narutosh

　i- shakyo.com

）へ
。

問 
同
協
議
会 

☎
６
８
５・７
１
７
０

放
送
大
学
10
月
生
募
集

　
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
し
て
幅
広
い
世
代
の

方
が
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
勉
強

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
専
攻
】心
理
学
、
福
祉
、
経
済
、
歴

史
、
文
学
な
ど

【
出
願
期
間
】９
月
20
日（
水
）ま
で

問 
放
送
大
学
徳
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　 

☎
６
０
２・０
１
５
１

鳴
門
教
育
大
学

な
る
っ
子
わ
く
わ
く
教
室

「
算
数
お
も
し
ろ
教
室
」

　
遊
び
の
中
で
、
算
数
の
面
白
さ
を

味
わ
え
る
教
室
で
す
。

【
日
時
】９
月
30
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

【
場
所
】同
大
学
自
然
棟
７
階

　
　
　
C
２
会
議
室

【
対
象
】小
学
生
、
保
護
者
、
教
員

【
定
員
】40
人

問 
同
大
学 

☎
６
８
７･

６
１
０
２

募
　
集

な
り
ま
せ
ん
か
　「
自
衛
官
」

【
種
目
／
資
格
】①
自
衛
官
候
補
生

（
男
子
）／
高
卒（
見
込
み
含
む
）

27
歳
未
満
、
②
防
衛
医
科
大
学

校（
看
護
学
科
学
生
、
医
学
科
学

　市では、10月１日現在で就業構造基本調査を実施します。この調
査は、国が就業・不就業の実態を明らかにすることを目的に実施す
る重要な統計調査であり、調査結果は、雇用政策、経済政策などの
企画・立案のための基礎資料として活用されます。調査員が調査対
象地域を９月上旬から巡回し、調査対象となった世帯には、９月下
旬に調査書類を配布しますので、調査の趣旨をご理解いただき、ご
協力をお願いします。※パソコンやスマートフォンでも回答できます。
問  市役所戦略企画課 ☎684・1121

「就業構造基本調査」にご協力を
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【
場
所
】大
麻
比
古
神
社 

西
宮
駐
車
場

問 
同
会

　
☎
０
９
０・３
７
８
２・４
３
２
５

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
日
程

●
９
月
16
日（
土
）午
後
４
時
～

　
　
対 

フ
ァ
ジ
ア
ー
ノ
岡
山

●
９
月
23
日（
土
・
祝
）午
後
４
時
～

　
　
対 

Ｆ
Ｃ
町
田
ゼ
ル
ビ
ア

問 

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス

　 

☎
６
７
２・７
３
３
９

徳
島
イ
ン
デ
ィ
ゴ
ソ
ッ
ク
ス

（
オ
ロ
ナ
ミ
ン
Ｃ
球
場
）日
程

●
９
月
９
日（
土
）午
後
１
時
～

　
対 

香
川
オ
リ
ー
ブ
ガ
イ
ナ
ー
ズ

問 

徳
島
イ
ン
デ
ィ
ゴ
ソ
ッ
ク
ス

　 

☎
６
７
９・８
９
１
５

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
鳴
門

■
本
場
開
催

●
ト
ラ
ン
ス
ワ
ー
ド
ト
ロ
フ
ィ
ー

２
０
１
７

　
９
月
９
日（
土
）～
13
日（
水
）

●
６
地
区
対
抗
バ
ト
ル

　
９
月
17
日（
日
）～
21
日（
木
）

●
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｊ
Ｉ 

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｓ

杯
競
走

　
９
月
24
日（
日
）～
28
日（
木
）

■
な
る
ち
ゃ
ん
ワ
ー
ル
ド
稼
働
日

　
９
月
９
日（
土
）、
10
日（
日
）、

17
日（
日
）、
18
日（
月
・
祝
）、
24

日（
日
）

問 
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
鳴
門

　 
☎
６
８
５・８
１
１
１

賀
川
豊
彦
記
念
館
イ
ベ
ン
ト

　
両
イ
ベ
ン
ト
と
も
賀
川
豊
彦
記
念

館
で
開
催
。
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込

み
は
同
館（
☎
６
８
９・５
０
５
０
）へ
。

■
賀
川
ハ
ル
展

【
期
間
】９
月
30
日（
土
）ま
で

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

※
最
終
日
は
正
午
ま
で
。

■
賀
川
豊
彦
学
習
講
座

　「
賀
川
豊
彦
と
与
謝
野
晶
子
」

【
日
時
】９
月
23
日（
土
・
祝
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

【
費
用
】２
０
０
円（
入
館
料
）

【
講
師
】同
館
長 

岡
田 

健
一 

氏

キ
ョ
ー
エ
イ
鳴
門
駅
前
店
４
階
催
し

郷
愁
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
文
人

モ
ラ
エ
ス
展

　
愛
妻
の
故
郷
で
あ
る
徳
島
で
生
涯

を
閉
じ
た
元
神
戸
大
阪
ポ
ル
ト
ガ
ル

総
領
事
モ
ラ
エ
ス
の
業
績
を
パ
ネ
ル

で
紹
介
し
ま
す
。

【
日
時
】９
月
10
日（
日
）ま
で

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

問 

モ
ラ
エ
ス
会
事
務
局

　 

☎
６
２
２・２
９
９
３

鉛
筆
画
教
室
作
品
展

　「
原
み
る
」さ
ん
の
受
講
生
に
よ
る

鉛
筆
画
約
30
点
を
展
示
し
ま
す
。

【
日
時
】９
月
10
日（
日
）ま
で

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

問 

原
　
☎
０
９
０・２
８
９
８・５
９
１
５

● 費用などの記載がない場合、無料です。

徳
島
航
空
基
地
祭

【
日
時
】９
月
30
日（
土
）

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

【
場
所
】徳
島
航
空
基
地（
松

茂
町
住
吉
字
住
吉
開
拓

38
）

【
内
容
】開
隊
59
周
年
記
念

式
典
、
航
空
機
飛
行
展
示
、
模
擬

店
な
ど

問 
海
上
自
衛
隊 

徳
島
教
育
航
空
群

　 

広
報
室 

☎
６
９
９・５
１
１
１

　 （
内
線
：
３
２
３
４
）

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
交
流
会

東
部
大
会

【
対
象
】60
歳
以
上
の
男
女

【
定
員
】50
人
～
80
人

【
費
用
】５
０
０
円
、
ポ
ー
ル
貸
し
出

し
１
組
３
０
０
円（
前
日
練
習
を

含
む
）

【
問
・
申
し
込
み
】９
月
30
日（
土
）ま

　
で
に
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
と

く
し
ま
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー

ク
協
会（
〒
７
７
０・
８
０
２
５

徳
島
市
三
軒
屋
町
外
24

−

97 

FAX
：
６
４
２・５
０
０
３
）へ
。

◆
前
日
練
習

【
日
時
】10
月
21
日（
土
）

　
　
　
午
前
９
時
～
11
時

※
受
付
は
、
午
前
８
時
50
分
ま
で
。

【
場
所
】鳴
門
・
大
塚
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

◆
本
大
会

【
日
時
】10
月
22
日（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
2
時

※
受
付
は
、
午
前
９
時
15
分
ま
で
。

　（
入
会
金
２
５
０
０
円
、
月
会
費

　
２
５
０
０
円
）

※
入
会
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
公
演
】劇
団
朋
友

問  
鳴
門
市
民
劇
場

　 

☎
６
８
４･

１
７
７
７

歌
声
喫
茶
in
鳴
門
西

　
懐
か
し
い
歌
を
歌
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。（
生
バ
ン
ド
あ
り
）

【
日
時
】９
月
24
日（
日
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
ご
ろ

※
開
場
：
午
後
１
時

【
場
所
】鳴
門
公
民
館
１
階
会
議
室

【
定
員
】50
人

問  
同
公
民
館
☎
６
８
７･

１
５
２
８

な
る
と
　
う
た
ご
え
ひ
ろ
ば

　
生
演
奏
で
、
童
謡
・
唱
歌
・
懐
メ

ロ
を
み
ん
な
で
歌
い
ま
し
ょ
う
。

【
日
時
】９
月
30
日（
土
）

　
　
　午
後
１
時
30
分
～
３
時

【
場
所
】渦
潮
ふ
れ
あ
い
館（
旧
南
浜

　
　
　
児
童
館
）

【
費
用
】５
０
０
円（
飲
食
代
）

問 

な
る
と
う
た
ご
え
ひ
ろ
ば 

山
田

　
☎
０
９
０・９
５
５
８・５
０
７
６

「
清
水
亟じ

ょ
う
て
ん

」油
絵
個
展

　
油
絵
約
30
点
を
展
示
し
ま
す
。

【
日
時
】 ９
月
30
日（
土
）ま
で

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
６
時

※
月
曜
日
は
休
館
。

【
場
所
】 カ
フ
ェ
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
ズ

　
　
　（
高
島
）

問 

同
所 

渡
辺 

☎
６
８
７・０
９
３
３

催
し・イ
ベ
ン
ト

パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
広
報
な
る
と
の
写
真
で
振
り
返
る
」

　
市
制
施
行
70
年
の
節
目
に
広
報
な

る
と
な
ど
で
使
用
し
た
写
真
を
展
示

し
、市
民
の
皆
さ
ん
と
と
と
も
に「
鳴

門
市
の
70
年
」を
振
り
返
り
ま
す
。

【
日
時
】９
月
24
日（
日
）ま
で

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
場
所
】鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園

　
　
　
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

問 
同
公
園 

☎
６
８
３･

６
５
５
６

「
う
ず
っ
こ
タ
ウ
ン
」

参
加
者
募
集

　
子
ど
も
た
ち
が
社
会
貢
献
活
動
団

体
の
方
と
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
に

よ
り
、
活
動
内
容
と
重
要
性
を
学
ぶ

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

【
日
時
】10
月
1
日（
日
）

　
午
前
９
時
40
分
～
午
後
２
時
30
分

【
場
所
】う
ず
し
お
会
館
２
階
、
５
階

【
対
象
】小
学
３
年
生
～
中
・
高
校
生

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
。

問 
と
く
し
ま
県
民
活
動
プ
ラ
ザ

　
☎
６
６
４･

８
２
１
１

鳴
門
市
民
劇
場「
吾
輩
は
ウ
ツ
で
あ
る
」

　
作
家・夏
目
漱
石
誕
生
の
ド
ラ
マ
。

明
治
36
年
ひ
と
夏
の
物
語
。

【
日
時
】９
月
20
日（
水
）

　
　
　
午
後
６
時
30
分
開
演

【
場
所
】市
文
化
会
館

【
費
用
】５
千
円

16平成29年９月号
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ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ト
写
真
展

　
ス
タ
ジ
オ
で
は
な
く
、
自
然
の
な

か
で
写
し
た
我
が
家
の
ア
イ
ド
ル
写

真
展
で
す
。

【
日
時
】９
月
９
日（
土
）～
18
日（
月・祝
）

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

問 

野
口
写
真
館 

　 

☎
０
９
０・３
７
８
６・３
９
５
１

第
20
回
子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
写
真

展
示
会

　
ミ
ニ
バ
ス
ケ
、野
球
、サ
ッ
カ
ー
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
鳴
門
市
内
チ
ー
ム

の
熱
戦
を
収
め
た
写
真
展
で
す
。

【
日
時
】９
月
17
日（
日
）、18
日（
月・祝
）

　
午
前
10
時
～
午
後
６
時
30
分

※
最
終
日
は
午
後
６
時
ま
で
。

問 
最
寄
り
の
徳
島
新
聞
販
売
店 　

光こ
う
り
ん琳
水
墨
画
会
合
同
展

　
光
琳
水
墨
画
会
の
教
室
の
受
講

生
が
描
い
た
作
品
約
50
点
を
展
示

し
ま
す
。

【
日
時
】９
月
13
日（
水
）～
20
日（
水
）

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

問 

小
林 

　 

☎
０
９
０・７
１
４
４・０
９
７
１

名
西
高
校
芸
術
科（
美
術
・
書
道
）

作
品
展

　
名
西
高
校
芸
術
科
の
生
徒
に
よ

る
作
品
の
巡
回
展
で
す
。

【
日
時
】９
月
22
日（
金
）～
30
日（
土
）

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

問 

篠
原

　 

☎
６
７
４・２
１
５
１

図
書
館 

☎
６
８
５・０
２
５
５

い
ろ
い
ろ
な
人
生「
自
伝
・
伝
記
」

【
期
間
】９
月
13
日（
水
）～
30
日（
土
）

こ
ん
な
こ
と
し
た
よ
展
②

　「
遊
山
箱
」や「
草
木
で
染
め
よ
う
」な

ど
過
去
の
行
事
内
容
を
展
示
し
ま
す
。

【
期
間
】９
月
13
日（
水
）～
25
日（
月
）

９
月
の
休
館
日

▼
１
日（
金
・
館
内
整
理
日
）　

▼
５
日（
火
）

▼
12
日（
火
）

▼
19
日（
火
）

▼
26
日（
火
）

▼９月１日〜  市学校給食センター完成

▼９月16日〜  認知症について
鳴門ビデオボランティア制作番組

▼９月１日〜  模型船と大漁旗／板東 公
いさお
（徳島市）

▼９月16日〜  創作人形／石川 光夫（吉野川市）
    放送チャンネル・時間

 （111ch）８、13、23時〜
 （122ch）７、12、16、18、21、22時〜 

テ
レ
ビ
広
報
な
る
と  

番
組
ガ
イ
ド

　秋は日没時間の急速な早まりとともに、死
亡事故などにつながるおそれのある歩行中や自
転車乗車中の交通事故の増加が懸念されます。

「早めのライト点灯」「反射材の着用」を心がけま
しょう。
　その啓発キャンペーンとして、
21日（木）午前７時30分から「人の
波2000㍍ 作 戦」を 実 施 し ま す。
交通ルールの厳守と正しい交通
マナーの実践により、交通事故防止に努めま
しょう。
※９月30日（土）は、「交通事故死ゼロを目指す

日」です。
問 市役所市民協働推進課 ☎684・1394
　 鳴門警察署 ☎685・0110

秋の全国交通安全運動
～子どもと高齢者の交通事故防止～

９月21日（木）～30日(土）

　「ゾーン30」とは、生活道
路で歩行者などの安全な通
行を確保することを目的に
区域を指定し、区域内の車
の最高速度を時速30㌔に制限する規制です。
　９月１日（金）から撫養小学校と黒崎小学校周
辺を区域に指定します。区域内での車の通行
の際には、歩行者や自転車に注意し、安全運
転をお願いします。
※「ゾーン30」区域は、市公式ウェブサイト「新
　着情報」で確認することができます。
問 市役所市民協働推進課 ☎684・1394

「ゾーン30」の設定について

　2018年 は、「第 九」ア ジ
ア初演100周年。「なるとの
第九」では、ドイツ・アメ
リカ・中国、そしてもち
ろん日本全国から仲間が
集い、来年６月２日（土）、
３日（日）の2日間公演を
行います。
　この100周年記念演奏会のソリストは、これまで
９回行われた公募オーディションによる歴代ソリス
トの中から選ばれます。無料ですので、ぜひご来場
いただき、素晴らしい歌声をお楽しみ下さい。

【日時】 ９月７日（木）午後１時（開場：午後０時30分）
　　　 ▼午後１時〜　　：ソプラノ６人、アルト４人
　　　 ▼午後３時30分〜：テノール４人、バス６人
　　　 ▼午後６時30分〜：審査結果発表

【場所】 市文化会館
【審査曲】 ①古典派からロマン派までのドイツ歌曲１曲
　　　　 ②任意のアリア１曲

【審査委員長】 福島 明也（東京藝術大学教授）
【審査員】 小川 明子（アルト歌手・二期会）、頃安 利秀

（鳴門教育大学大学院教授）、山田 啓明（鳴門教育大
学大学院准教授・指揮者）、米澤 傑（鹿児島大学医
学部名誉教授・テノール歌手）

問 認定NPO法人鳴門「第九」を歌う会 ☎686・9999

第九アジア初演100周年記念
第37回ベートーヴェン第九交響曲演奏会

第九ソリスト
グランドチャンピオン大会
公開オーディション
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Health Info
健康相談

【日　時】 ９月６日（水）、12日（火）、
　　　　 20日（水）、26日（火）
　　　　 午前９時30分〜11時30分

【場　所】 健康福祉交流センター１階

　健康福祉交流センターフルオープンセレモニー

健康で安心して暮らせるために
～健康づくりと地域医療を考える～

基調講演

地域医療を守るための取り組み！
これまで、そしてこれから
〜今地域に求められていること〜

【日　時】 ９月17日（日） 午後１時30分〜
【場　所】 健康福祉交流センター３階
　　　　 （旧老人福祉センター）

【講　師】 足立 智和氏（兵庫県丹波新聞社記者）

パネルディスカッション

鳴門市の地域医療を考える！
【日　時】 ９月17日（日） 午後２時30分〜
【場　所】 健康福祉交流センター３階（旧老人福祉センター）
【コーディネーター】 谷 憲治氏（徳島大学病院教授）
【パネリスト】
▶福田 徹夫氏（一般社団法人鳴門市医師会会長）
▶邉見 達彦氏（徳島県鳴門病院院長）
▶先田 仁美氏（鳴門市幼小中ＰＴＡ連合会副会長）
▶泉 理彦（鳴門市長）

　鳴門市健康教室のお知らせ

あなたの知らない脳神経外科
～脳神経外科医が診る脳卒中・パーキンソン病・てんかん・頸椎症～

【日　時】 10月１日（日） 午後１時〜２時30分（開場：０時30分）
【場　所】 健康福祉交流センター３階（旧老人福祉センター）

講演内容
▶午後１時〜１時20分
　「脳卒中の早期診断と治療」
　徳島大学病院 地域脳神経外科診療部
　特任准教授  兼松 康久氏
▶午後１時20分〜１時40分
　「手の震えや足のすくみ、
　体が動きにくくなるパーキンソン病」
　徳島大学脳神経外科 講師 牟礼 英生氏
▶午後１時50分〜２時10分
　「成人てんかんの診断と治療」
　徳島大学脳神経外科 講師 多田 恵曜氏
▶午後２時10分〜２時30分
　「くび・腰・手足のしびれと痛み
　－脳神経外科で行うしびれ・痛みの治療－」
　徳島大学脳神経外科 講師 牟礼 英生氏
■司会
　海部病院 医療局次長 脳神経外科 影治 照喜氏

乳幼児健診
【場　所】 健康福祉交流センター３階
 実…実施日　対…対象児　 受…受付時間
■３歳児健診  実 ９月８日㈮
　対 平成26年３月生まれ 受 12：30〜13：00
■１歳６か月児健診  実 ９月21日㈭
　対 平成28年２月生まれ 受 12：30〜13：00
■９か月児健診  実 ９月14日㈭
　対 平成28年11月生まれ 受 12：20〜12：40
■４か月児健診  実 ９月14日㈭
　対 平成29年４月生まれ 受 13：20〜13：40
■股関節脱臼検診  実 ９月15日㈮
　対 平成29年５月、７月生まれ 
　受 12：40〜13：00

マタニティー教室（育児編）
　妊娠中の過ごし方、お父さんの妊婦
体験、育児体験ベビーを使った育児体
験などを行います。

【日　時】 ９月17日（日） 午前10時〜正午
【場　所】 健康福祉交流センター１階
　　　　 ネウボラ

休日当番医
　受診は救急患者に限られ、往診はで
きません。当番医は変更となる場合が
あります。お問い合わせはテレホンガ
イド（☎685・3322）まで。

【診療時間】 午前９時〜午後10時
※午後10時からは、徳島県鳴門病院など

二次緊急医療機関をご利用ください。
９月３日（日）
 レディースクリニック兼松産婦人科（南浜）
 ［産・婦・内］ ☎685・1103

10日（日） 谷医院（斎田）
 ［内・胃・外］ ☎686・3569

17日（日） 南海病院（土佐泊浦）
 ［心・精・内］ ☎687・0311

18日（月・祝） 兼松病院（斎田）
 ［内・外・眼］ ☎685・4537

23日（土・祝） 高田内科医院（黒崎）
 ［内・消・循］ ☎684・0031

24日（日） 小川病院（斎田）
 ［内・糖・消］ ☎686・2322
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《母子保健、栄養指導》☎684・1049　《成人保健》☎684・1137　《予防接種》☎684・1206
《子育て世代包括支援センター》☎684・1561　〒772・8501  撫養町南浜字東浜24-2   FAX 684・1114 

mail 同課：kenko@city.naruto.i-tokushima.jp　同支援センター：neuvola@city.naruto.i-tokushima.jp

すこやかライフ
　　　お問い合わせ　健康福祉交流センター（旧老人福祉センター）内　市役所健康増進課、市子育て世代包括支援センター

健康な生活を送りましょう

９月は「がん征圧月間」です　
がん検診を受診し命を守ろう

検 診
案 内

　本市の死因の第１位は「がん」で、約３人に１人が
「がん」で亡くなっています。一方で、生活習慣・生
活環境の見直し、早期発見・早期治療を徹底すれば、
がんによる死亡の70％以上は防ぐことができるとい
われています。しかし、本市のがん検診受診率は、

全国・徳島県と比較しても低い傾向にあります。
　がん検診の目的は、がんを早期発見し適切な治療
を行うことで、がんによる死亡を減
少させることです。大切な命を守る
ために、がん検診を受けましょう。

　本市に住民登録し、平成30年
３月31日を基準日として、上記
対象年齢に達している方
※胃がん（Ｘ線・内視鏡）・乳がん・

子宮頸がん検診は、平成28年
４月１日から29年３月31日まで
の間に受診していない方

①平成30年３月31日を基準日として、70歳に達している方
②65歳以上69歳以下で、障がい認定による後期高齢者医療受給者の方
③生活保護世帯に属する方
④市民税（当該年度）非課税世帯に属する方
※②③④に該当する方は、申し込みの際にお申し出ください。
　③④に該当する方は事前に市役所健康増進課での免除申請の手続
　きが必要です。

◎胃がん検診（ＡＢＣ検査）は検診料無料の対象外です。

※本市で実施する検診は、医療機関または集団検診のどちらかで年１回受けられます。
　実施医療機関や集団検診などの詳細は、同課へお問い合わせください。
※胃がん検診（ＡＢＣ検査）は対象年齢中に１回のみとなります。

対　象 検診料無料の方

がん検診受診率（平成27年度） 単位：％　※平成27年度地域保健事業報告より

▼ 平成29年度　がん検診

検診種別 対象年齢 料金 受診期間 受診方法

市内委託
医療機関
での検診

胃がん（バリウム
によるＸ線検査） 50歳以上 2,900円

12月31日（日）まで
事前に市役所健康増進課へお申し込み
ください。胃がん

（ＡＢＣ検査） 30〜49歳
500円大腸がん

（便潜血検査） 40歳以上 直接医療機関へ予約・問い合わせを。

県内委託
医療機関
での検診

胃がん
（内視鏡検査） 50歳以上 4,100円 12月31日（日）まで

事前に同課へお申し込みください。乳がん 40歳以上
（女性） 1,500円 平成30年３月31日

（土） まで子宮頸がん 20歳以上
（女性） 1,200円

胃がん 肺がん 大腸がん
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▼   ▼   ▼   ▼   ▼   　We Loveなるとデー  活動周知サポート申込書  　

▼
  

▼
  

▼
  

▼   ▼

個人名または団体名 　　　 代表者名
（団体の場合） 　　

連絡先・電話番号      実施日時

実施内容
イベント名や活動内容を詳しくご記
入ください。（募集要件などもあれば）

実施場所  　 

取材の可否 可    ・    否

～鳴門のためにできることをする日～

▶何をすればいいの？
　「We Loveなるとデー」とは、鳴門のためにできることをする日(期間)です！ 期間
中の可能な日に、個人でも、団体でも、何か一つ活動していただくだけで結構です。

　自分たちの住む鳴門のまちのために、できる範囲でできることを各自が考え、「何か
をやってみよう」という期間を設けることで、鳴門のまちを見直すきっかけとしてい
ただき、ふるさとを愛する気持ちと社会貢献意識を高めることを目的とします。

　市民の皆さん自らが実践できる行動例のアイデア
を募集します。 10月13日(金)までに、下記へ郵送、
ファクス、またはEメールでご提案ください。提案
いただいたアイデアは、次号などで随時紹介（無記
名）します。

　鳴門のために行うイベント・活動の
開催告知や、参加者募集が必要な場合
は、広報なるとなどで周知のサポート
を行います。ご希望の方は10月13日(金)
までに下記の申込書をご提出ください。

「鳴門のためになる」行動例アイデア募集！ 活動の周知をサポートします！

◦和楽器演奏会の実施
◦吹き矢を使った腹式呼吸の体験
◦旧教育委員会周辺の除草・清掃活動を実施
◦図書館に本を贈るためのチャリティーバザーを開催
◦コスモス祭りの一環で接待所を開設
◦太極拳無料体験教室を開催

徳島ヴォルティスをスタジアムで応援
ブログなどで鳴門をPRする
鳴門の食材を食べる

昨年度の活動例　～アイデア次第で何でも取り組めます！～

昨
年
度
の

活
動
の
様
子

　ふるさと鳴門を愛する気持ちを共有するため、活動の
様子を本紙や市公式ウェブサイトで紹介します。 活動後、
報告書の提出にご協力をお願いします。なお、詳細は広
報なると11月号に掲載予定です。また、これまでの活動内容は下記からご覧いただけます。
◆「市民協働のまちづくり」ウェブサイト
　 http://www.city.naruto.tokushima.jp/contents/shiminkyodo/weloveday.html

活動の様子を紹介します！
〒772･8501 撫養町南浜字東浜170番地
☎088・684・1189／FAX088・684・1336
Ｅメール：welovenaruto@city.naruto.i-tokushima.jp

問・応募先　市役所市民協働推進課

実施期間
10月22日（日）～
11月５日（日）　

個人でできる
簡単なことでも

鳴門のためになります！
(　印参照)

たくさんのご参加を
お待ちしています♪

｢無理なく楽しく｣
活動してみよう♪
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　町内会やボランティア団体など、コミュニティ活
動で、情報共有に欠かせない「会員名簿」を作り、デー
タ活用のための「編集」を通して実用性の高いエクセ
ル機能を学ぶ講座です。ぜひ参加してみませんか。

【日　時】 ▶９月21日（木）①午前10時〜正午

シニアの地域デビュー講座～地域コ
ミュニティに役立つエクセル講座～

市制施行70周年鳴門市観光・健康づ
くり事業　～観て・聞いて・感じよう
鳴門いきいきウオーキング～

　鳴門の魅力あるスポットを歩きながら巡り、運
動してみませんか。里浦地区で、ノル
ディックウオーク観光体験ツアーを開
催します。ノルディックウオーキング
のポールをお持ちの方はご持参くださ
い。参加希望の方は、９月６日（水）ま
でにご連絡ください。

【日　時】 ９月10日（日）午前９時〜11時
【集合場所】 岡崎海浜公園（岡崎海岸） 公衆トイレ前
※雨天時は、10月１日（日）に延期します。
問 鳴門ノルディックウオーククラブ　柳澤
　☎090・7627・0371

糖をはかるランチ会～食事と血糖～
上手な付き合いかた

　食前・食後の血糖値を測り、食事と血糖について
学ぶ、「糖をはかるランチ会」を開催します。ランチ
を取りながら日頃の食事を振り返り、健康について
皆さんで一緒に考えてみませんか。

【日　時】 10月４日（水）午前11時〜午後２時30分
【場　所】 堀江公民館
【費　用】 500円（ランチ代）
【定　員】 25人（事前に申し込みください。）
問 健康拠点　元気の学びあい　眞野 ☎090・6289・
　 3274 Ｅメール genki.manabiai@gmail.com

まちづくり活動

応援補助金事業

市民が考えた地域活性化事業

鳴門市市制施行70周年記念事業

一緒につくろう！

　　　　　楽しい幼稚園
平成30年度採用　市幼稚園教諭募集（３人程度）

　審査案内および志願書は、市教育委員会学校教育
課（〒772・0003 撫養町南浜字東浜31番地36 ☎088・
686・8802）で配布するほか、市公式ウェブサイトか
らも入手できます。郵送請求の場合は、140円切手を
貼った返信用封筒（郵送先を記入したＡ４判）を同封
し、同課へ請求してください。
　申し込みは、９月15日（金）までに志願書を持参ま
たは郵送（簡易書留・当日消印有効）で同課へ提出し
てください。

　昭和53年４月２日以降に生まれた方で、幼稚園教
諭免許と保育士資格の両方を有するか、平成30年３
月31日までに両方を取得見込みの方

　10月15日（日）／市共済会館

※詳しい内容は審査案内をご確認ください。

書類請求・申し込み 受験資格

第一次審査日／場所

　②午後１時〜３時
▶９月29日（金）①午前10時〜正午②午後１時〜３時

【場　所】 キョーエイ鳴門駅前店４階
▶21日：Ｂ教室、▶29日：Ａ教室

【対　象】 パソコンの基本操作ができ、全４回の講座
を受講できる方、ノートパソコンを持ち込みでき
る方（持ち込みできない方はご相談ください。）

【費　用】 500円（材料費など）
【定　員】 15人（事前に申し込みください。）
※全講座をサポートしていただけるシニアのサポー

ターも募集しています。（募集人数：３人）
問 NPO法人ジョブOBネットワーク　仁尾
　☎090・8691・1085
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炎天下のボートレース場で大運動会
海の上で参加者がハッスル

７月30日

　ボートレース鳴門で７月30日、第１回海上大運動会が開催され
ました。「ペットボトルボートレース」では、100本のペットボトルなどを
使い、カヌー型や箱型など工夫を凝らしたボートを漕いでタイムを
競いました。また、海上に浮かべた20㍍の発泡スチロールの上を
走る「海上激走バトル」や「水鉄砲合戦」も行われたほか、イベント
の総合司会をよしもと芸人の方が務め、軽妙なトークで会場を盛
り上げました。さらに、同会場で四国のグルメやお土産をそろえた

「四国マルシェ」も催され、約3,500人が鳴門の夏を満喫していました。ペットボトルで作ったボートでレースに挑む参加者

　７月１日・２日に北アイルランドで開催された第12回ＩＡＵ24時
間走世界選手権大会で初優勝した石川 佳彦選手（高畑）に７月26
日、鳴門市長表彰特別表彰が授与されました。石川選手は「応援し
てくれる方々の支えで優勝することができました。次の世界選手権
に照準を合わせて今後も頑張っていきたい」と話していました。この
表彰はこれまでに１団体と７人に贈られており、石川選手の受賞は、
平成18年の第１回ワールド・ベースボール・クラシック（ＷＢＣ）の優勝
メンバーである里崎 智也さん以来となります。

石川選手に鳴門市長表彰特別表彰
第12回ＩＡＵ24時間走世界選手権大会で優勝

７月26日

泉市長から表彰状と記念品を受け取る石川選手

中学生同士で交流を深めました
「会津ジュニア大使」が第一中学校生徒と交流

８月８日

　８月８日、本市の国内親善交流都市である福島県会津若
松市の中学生で構成される「会津ジュニア大使」と第一中学校
生徒との交流会が第一中学校で開催されました。交流会には、
同ジュニア大使33人、第一中生18人が参加。教室で行われた
プレゼンテーションでは、まず第一中生が鳴門市の紹介を行っ
た後、同ジュニア大使が「白

び ゃ っ こ た い け ん ぶ

虎隊剣舞」や寸劇などを交えて会
津若松市を紹介しました。お互いに趣向を凝らした発表を行い、
楽しく交流を深めていました。楽しく交流を深めることができました

　日中国交正常化45周年を記念して、「日中友好交流都市中学生
卓球交歓大会」が８月４日から７日まで中国の北京市で開催され
ました。全国の自治体から67の合同チームが参加したこの大会。
本市からは、鳴門中学校教諭 勝浦 友紀さんが監督として、第二
中学校３年 梅本 昇喜さんと鳴門中学校２年 中村 さよさんが選
手として、平成23年に友好都市提携を締結した張

ちょうかかい

家界市とチーム
を組み初参加しました。惜しくも予選で敗退したものの、大会へ
の参加を通して日中の中学生同士で友好交流を深め合いました。

卓球を通じて日中交流を深め合う　
日中友好交流都市中学生卓球交歓大会に参加

鳴門市・張家界市チームの選手・監督

８月４日
 ～７日
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　第99回全国高等学校野球選手権大会が８月８日、阪神甲子園
球場（兵庫県）で開幕しました。９年ぶり７度目の「夏の甲子園」出
場となる鳴門渦潮高校は、大会５日目の８月12日第２試合に登場
し、日本文理高校（新潟）と対戦。鳴門渦潮高校は７点をリードさ
れた後、反撃をしたものの、５対９で敗戦しました。初戦突破は
なりませんでしたが、全国の大舞台で最後まで健闘した選手たち
にはスタンドから惜しみない拍手が送られていました。
※写真は徳島大会優勝時のものです。

全力プレーで大舞台に挑む
鳴門渦潮高校 ９年ぶり７度目の「夏の甲子園」出場

８月12日

甲子園ではつらつとしたプレーを披露した選手ら

　７月28日、撫養地区の安全を守る会、自転車商
組合鳴門支部などの関係者約20人が、鳴門駅と撫
養駅周辺の放置自転車の撤去と清掃作業を行いま
した。自転車等放置防止条例に基づき、警告後一
定期間を経過しても
移動されなかった11
台の自転車を撤去し、
駅周辺の良好な景観
が取り戻されました。

駅周辺の放置自転車を撤去交通
安全

　８月21日、「小さな親切」運動鳴門支部から、防
災体制強化に役立ててもらおうと、防災倉庫１棟
が市に贈られました。この防災倉庫は、市の避難
所となる鳴門・大塚スポーツパーク内のアミノバ
リューホール３階に設
置し、毛布や食糧な
どの備蓄物資の保管
場所として活用するこ
とになっています。

防災倉庫１棟を寄付寄付・寄贈

夜を彩る、鳴門の夏
鳴門市阿波おどり

　８月９日から11日に開催された鳴門市阿波おどり。演舞場での
踊り子たちの迫力ある演舞で会場は熱気に包まれ、３日間に訪れた
６万７千人の観客は「ぞめき」のリズムに魅せられていました。今年
は市制施行70周年を記念し、本市の国内親善都市である群馬県桐生
市の桐生八木節おどりが披露されたほか、バングラデシュから来られ
た舞踊団の参加や鳴門市阿波おどりＰＲ大使の石田 靖さん、人気お
笑いコンビ「Ｃ

カ ウ カ ウ

ＯＷＣＯＷ」さん、板東 英二さん、上野 優華さんなど
がスペシャルゲストとして演舞場に踊りこみ、会場に華を添えました。

　阿波おどりの開催に当たって、温かいご理解とご協力をいた
だきました周辺住民の皆さん、関係者の皆さん、ご来場の皆さ
んに心からお礼を申し上げます。

８月９日
 ～11日
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▼有料広告

災害に備えて、地域の
防災訓練に参加しよう

大
規
模
な
災
害
発
生
時
に
は
、

行
政
に
よ
る「
公
助
」、
自

分
の
身
を
自
分
で
守
る「
自
助
」と

と
も
に
、
身
近
な
地
域
の
人
々
が

集
ま
っ
て
、
互
い
に
協
力
し
合
う

「
共
助
」が
必
要
で
す
。

　
こ
の
共
助
を
担
う
中
核
こ
そ
、

地
域
住
民
で
結
成
さ
れ
た
自
主
防

災
会
で
す
。
小
川
さ
ん
は
、
市
内

に
あ
る
44
の
自
主
防
災
会
で
つ
く

ら
れ
た
鳴
門
市
自
主
防
災
会
連
絡

協
議
会
の
会
長
と
し
て
、
地
域
防

災
活
動
の
推
進
・
拡
大
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
小
川
さ
ん
は
、
20
歳
の

こ
ろ
か
ら
地
域
の
消
防
防

災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
消

防
団
員
を
20
年
以
上
務
め

ま
し
た
。
平
成
24
年
８
月

に
地
元
の
池
谷
自
治

会
、
自
主
防
災
会
の

会
長
に
就
任
。
そ
し

て
、
平
成
26
年
４
月

に
堀
江
地
区
自
治
振
興
会
会

長
に
、
同
年
６
月
に
は
、
鳴

門
市
自
主
防
災
会
連
絡
協
議

会
会
長
に
就
任
し
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
市
全
体
の
防
災
活
動

の
推
進
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

「
人
か
ら
、
自
主
防
災
会
は

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る

か
、分
か
ら
ん
と
言
わ
れ
た
。

ほ
ん
ま
に
悔
し
か
っ
た
。
自
主
防

災
会
は
、
地
域
の
安
心
・
安
全
の

た
め
に
活
動
し
よ
る
。
私
た
ち
の

歴
史
は
浅
い
け
ど
、
災
害
が
起
き

た
と
き
は
、
命
を
懸
け
て
避
難
誘

導
も
救
助
も
す
る
つ
も
り
と
伝
え

た
ん
よ
」。

　
今
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
、
就
任
当
時
の
出
来
事
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　
小
川
さ
ん
は
、
地
域
防
災

活
動
や
危
機
管
理
対
策
を

学
ぶ
た
め
、
徳
島
大
学
防
災

リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
を
受
講

し
、
防
災
士
資
格
を
取
得
。

こ
こ
で
得
た
防
災
知
識
を
生

か
し
、
地
域
住
民
に
よ
る
避

難
所
運
営
を
行
う
た
め
の
役

割
を
定
め
た「
鳴
門
市
避
難

所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」の
作

成
に
も
携
わ
り
ま
し
た
。

　「
災
害
に
対
し
て
、
必

要
な
こ
と
は
、
備
え
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
た
く
さ
ん
の
人
に

地
域
の
防
災
訓
練
に
参
加
し
て
も

ら
い
た
い
」。
小
川
さ
ん
は
、
災

害
か
ら
地
域
を
守
る
と
い
う
、
強

い
決
意
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

鳴
門
ゆ
か
り
の
輝
く

File.24

市の地域防災活動の
推進に尽力

鳴門市自主防災会連絡協議会  会長
小 川 泰 範 さん    ［ 池谷 ］

　おがわ・やすのり。1949年生まれ。堀
江北小、大麻中。撫養高（現鳴門渦潮高）
卒。家業（農業）を継ぎ、小売業にも従事。 
20歳のころ地元の消防団に入団。平成24
年池谷地区の自治会、自主防災会の会長
に就任。26年４月、堀江地区自治振興会
会長に、同年６月には鳴門市自主防災会
連絡協議会会長に就任し、市全体の防災
活動の推進に尽力。以降は、徳島大学防
災リーダー養成講座を受講し、防災士資
格を取得したほか、鳴門市避難所運営マ
ニュアルの作成に貢献。

Ogawa
Yasunori
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